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 1 

１．条例公表種等に関する情報収集 

 

県内に生息生育する外来種（国外移入種及び国内移入種）のうち、県内の生態系に著しく影響

を及ぼすおそれのある移入種（外来種）として「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」

に基づき愛知県が公表する種、特定外来生物及び特に悪影響の懸念される外来種の中から以下の

10 種を選定し、主として既存資料調査（文献調査、標本調査）及びヒアリング調査により、生息

生育情報等を収集・整理した。 

 

① シマスズメノヒエ（イネ科） 【新規作成】 

② キシュウスズメノヒエ（チクゴスズメノヒエ）（イネ科） 【加筆修正】 

③ アメリカスズメノヒエ（イネ科） 【新規作成】 

④ ジグザグスズメノヒエ（イネ科） 【新規作成】 

⑤ タチスズメノヒエ（イネ科） 【新規作成】 

⑥ コバノセンダングサ（キク科） 【新規作成】 

⑦ アメリカセンダングサ（キク科） 【加筆修正】 

⑧ コセンダングサ（キク科） 【加筆修正】 

⑨ タチアワユキセンダングサ（キク科） 【加筆修正】 

⑩ オワリセンダングサ（キク科） 【新規作成】 

 

これらの調査結果について種ごとに整理を行い、「ブルーデータブックあいち 2012」に準じた

1 種あたり 1 頁（A4 版）程度の概要を記載した文書を作成した。なお、「ブルーデータブックあ

いち 2012」にて既に文書が掲載されている種については、最新の情報に基づき文章を加筆修正し、

該当箇所を赤文字で示した。掲載されていない種については、新たに文書を作成した。 

本資料では、10 種のうち 6 種を例として掲載した。 
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種子植物 ＜被子植物 単子葉類 イネ科＞                                総合対策 

SPERMATOPHYTA ＜MONOCOTYLEDONEAE POACEAE＞ 

シマスズメノヒエ Paspalum dilatatum Poir. 

 
【概要と選定理由】 
 1 年生草本。路傍や荒れ地，畑地，河川敷や土手に生育し，株立ちになる。ダリアグラスの名で，
牧草としても用いられるが，国の総合対策外来生物とされている。 

【形 態】 
 茎は束生し，株立ちとなる。高さ 40~70cmの斜上する枝を放射状に出す。葉は線形，長さ 6～20cm，
葉鞘は微毛をしくこともあるが口部以外は通常無毛である。花期は 6～10 月，花序は茎の片側に偏
って開出する数本の総からなり，総は長さ 4～6cmで 2列に小穂をつける。小穂は毛で被われる。 

【分布の概要】 
【世界の分布】 

  原産地は北アメリカといわれるが，現在では世界の熱帯～暖帯に広く帰化している。 

【国内の分布】 

  本州（関東地方）～九州。 

【県内の分布】 

東：8 鳳来寺山（加藤等次 2250i,1992-10-17），9 鳳来町黄柳野（小林元男 46202i，1993-8-12），12 新城市

大原調整池（瀧崎 18233ti,2000-11-19），13豊川市八幡町（瀧崎 13480ti,1992-7-27），14蒲郡市水竹町（井上

美保子7i,1991-8-25），15豊橋市春日町（瀧崎4586ti,1980-8-17），16豊橋市神野ふ頭町（瀧崎13483ti,1992-7-28），

17 田原町芦村（小林元男 45126i,1993-7-10），18 渥美町伊良湖岬（瀧崎 13915i,1992-10-10）。西：19 旭町若

里（塚本威彦 781i,1993-8-28），20 足助町追分（新井文子 1046i,1994-9-21），21 豊田市下山田代町（芹沢

93385i,2017-9-19），22小原村百月（日比野修 2375i,1994-7-18），23藤岡町北一色（日比野修 2675i,1994-10-14），

24 豊田市成合町（山田初代 849i,1991-8-2），25 豊田市猿投町（磯貝彰宏 1849i,1984-10-17），26 豊田市渡刈

町（落合鈴枝 17i,1992-6-14），27 三好町莇生（臼井里華 451i,1992-6-16），28 額田町鹿勝川（福岡義洋

956i,1993-7-25），29岡崎市筒針町（中西普佐子 33i,1991-10-21），30岡崎市本宿町（芹沢 64119i,1992-10-7），

31幸田町荻（金子律子 764i,1995-6-22），32a刈谷市井ヶ谷町（瀧崎 530ti,1978-9-18），32b知立市西町（芹沢

92496i,2017-6-14），33安城市西別所町（堀田喜久 92i,1991-5-25），34a高浜市芳川町（芹沢 92372i,2017-6-3），

34b 碧南市伏見屋外新田（芹沢 66760i,1993-8-5），35 西尾市西奥田町（中村さとこ 495i,1993-7-4），36 幡豆

町東幡豆（壁谷重美子 682i,1994-7-8）。尾：37a 瀬戸市十軒町（日比野修 58i,1991-11-5），37b 尾張旭市新居

（瀧崎 29877iTi,2013-10-5），38a 日進町岩崎（村瀬美智子 204i,1992-7-13），39a 東郷町北山台（鬼頭弘

142i,1992-6-21），40a大府市桃山町（竹田弘光 34i,1992-8-13），40b東浦町生路（中村裕治 900i,1994-8-26），

41a 東海市加木屋町（加藤雅憲 1013i,1996-10-22），42a 阿久比町草木（渡邉麻子 686i,1995-8-24），42b 半田

市行人町（岡本久美子 687i,2000-8-27），42c 武豊町武豊（芹沢 68394i,1993-10-3），43 常滑市常滑（芹沢

66405i,1993-7-4），44a 美浜町布土（芹沢 61645i,1992-6-12），44b 南知多町豊浜（大西博 728i,1992-7-13），

45犬山市善師野（平嶋敏 722i,1989-7-8），46a扶桑町山那（上山秀郎 165i,1993-5-28），46c 江南市古知野町（中

西文治 381i,1980-8-7），47小牧市大山（瀧崎 27010Ti,2010-8-4），48春日井市細野町（芹沢 66369i,1993-6-25），

49a 岩倉市東新町（竹下希望 1011i,2010-8-8），49c 師勝町熊之庄（鈴木幸子 79i,1992-6-10），49d 新川町西堀

江（芹沢 77909i,2002-7-21），50守山区小幡（福岡義洋 1996i,1992-10-2），51天白区八事（西川勇夫 91i,1992-6-4），

52中村区城屋敷町（鶴岡佐知子 85i,1992-7-5），54一宮市奥町（芹沢 60199i,1991-9-6），55稲沢市高御堂町（岩

田妙子 尾 1146i,1988-10-2），56b 大治町三本木（芹沢 60872i,1991-10-19），57b 佐屋町大野（山田茂貴

81i,1992-6-23），58c飛島村新政成（芹沢 93650i,2017-10-7）。 

【生育地の環境／生態的特性】 
 畑地や荒れ地に普通に見られる。旺盛に種子繁殖をするが，バ
ッカクキンの一種に罹患している個体群も蒲郡市などに見られる。 
 タチスズメノヒエが侵入してくると，競争に負けて駆逐される。 
 
 

【侵入の経緯／現在の生育状況】 
 ダリアグラスの名で牧草としても用いられるが，市街地の物の侵入経路はよくわからない。 

【被害状況／駆除策と留意点】 
 在来種のスズメノヒエを駆逐して置き換わっている。 

【引用文献】 
小林元男. 2000. 新城地方の植物 p.171. 愛知県. 

大原準之助. 1971. 愛知県国有林の植物誌 p.134. 名古屋営林局. 

【関連文献】 
北帰化 p.230, 平草Ⅰp.98, 平帰化 p.285, 農教Ⅰp.458. 

（瀧崎吉伸・芹沢俊介） 

 

種子植物 ＜被子植物 単子葉類 イネ科＞                                総合対策 

SPERMATOPHYTA ＜MONOCOTYLEDONEAE POACEAE＞ 

キシュウスズメノヒエ（チクゴスズメノヒエ） Paspalum distichum L. 

 
【概要と選定理由】 
 多年生草本。ため池の岸，水路，水田などの水辺に生育し，長く匍匐茎を伸ばして水辺に密集し
た群落を作る。国の総合対策外来生物とされている。 

【形 態】 
 茎は束生し，下部は長く匍匐し，節から発根し，高さ 15～40cm の直立枝を出す。匍匐枝の節は
有毛だが，直立枝の節は無毛になる。葉は線形，長さ 4～12cm，葉鞘口部以外は無毛である。花期
は 6～10月，花序は 2本の総からなり，総は長さ 2～5cmで 2列に小穂をつける。 

【分布の概要】 
【世界の分布】 

  原産地は北アメリカといわれるが，現在では世界の熱帯～暖帯に広く帰化している。 

【国内の分布】 

  本州（関東地方）～九州。 

【県内の分布】 

東：12 新城市豊島(小林元男 65416i,1998-10-29)，13 一宮町（芹沢 52479i，1989-7-31），15 豊橋市下条東

町（瀧崎 16963ti,1998-8-10），16豊橋市王ヶ崎町（瀧崎 14570ti，1993-9-4），17田原町（瀧崎 9451i，1987-7-5），

18 渥美町和地（小林元男 74222i，2001-11-18）。西：豊田市旧市域東部（山崎玲子 261，1992-9），豊田市旧

市域北西部（畑佐武司 4038，2002-6），豊田市旧市域南西部（落合鈴枝 354，1993-8），刈谷市（中村裕治 710，

1994-6），安城市（堀田喜久 907，1993-10），碧南市（鈴木淳 10-8，1990-10），西尾市旧市域（芹沢 68677，

1993-10）。尾：日進市（半田多美子 1185，1993-7），東浦町（中村裕治 719，1994-6），東海市（加藤雅憲 778，

1996-9），知多市（加藤雅憲 884，1996-10），阿久比町（渡邉麻子 985，1995-10），半田市（芹沢 68433，1993-10），

常滑市（鳥居ちゑ子 2948，2011-7），南知多町（大西博 1165，1992-9），犬山市（竹下希望 553，2010-6），大

口町（竹原芳子 1185，1996-7），岩倉市（芹沢 70724，1994-9），北名古屋市（水谷善彌 10649，1992-9），清

須市（芹沢 77928，2002-7），名古屋市北部（鳥居ちゑ子 979，1995-8），名古屋市南東部（渡辺幸子 4503，2000-9），

名古屋市南西部（鶴岡佐知子 154，1992-9），一宮市東部（佐分康之 1204，1996-9），一宮市西部（芹沢 60211，

1991-9），稲沢市（岩田妙子 尾-1017，1988-8），大治町（芹沢 60176，1991-9），津島市（芹沢 49093，1988-7），

蟹江町（永田晴美 609，1994-7），弥富市（畑佐武司 1479，2000-8）。新城市旧市域（小林 2000）からも記録

されている。 

【生育地の環境／生態的特性】 
 概要の項参照。匍匐茎の断片は容易に発根し，耕すほど群落が
拡大する。 
 
 

【侵入の経緯／現在の生育状況】 
 1924年に和歌山県で採集された。大原（1971）の目録では産地として渥美があげられているだけ
で，その当時はまだあまり多い植物ではなかったと思われる。県内で普通に見られるようになった
のは 1980年頃からである。 

【被害状況／駆除策と留意点】 
 水田の強害雑草となっているだけでなく，かつて普通種であった多くの在来水田雑草を圧迫して
いる。一昔前はむしろ嫌われ者であったアシカキなどは，本種と競合するため，現在ではほとんど
見られなくなっている。 

【特記事項】 
 4倍体のチクゴスズメノヒエ var. indutum Sinnersは全体にやや大型で葉鞘や節に毛があり，東：
豊川市（小林元男 57922，1995-8），西：豊田市南西部（落合鈴枝 593，1994-9），尾：長久手市（半
田多美子 2197，1996-8），豊明市（浅野守彦 982，2000-8），大口町（竹下希望 1265，2010-9），岩
倉市（芹沢 70725，1994-9，名古屋市北部（鳥居ちゑ子 982，1995-8），名古屋市南東部（渡辺幸子
458，1992-7），名古屋市南西部（髙木順夫 572，1992-9），一宮市東部（芹沢 70411，1994-8），一
宮市西部（渡辺幸子 1860，1994-9），稲沢市（渡辺幸子 6275，2011-7），あま市（鈴木秀樹 3010，
1996-8），大治町（芹沢 71177，1994-10），愛西市（芹沢 71287，1994-10），弥富市（竹原芳子 901，
1995-8）に生育している。 

【引用文献】 
小林元男. 2000. 新城地方の植物 p.171. 愛知県. 

大原準之助. 1971. 愛知県国有林の植物誌 p.134. 名古屋営林局. 

【関連文献】 
北帰化 p.230, 平草Ⅰp.98, 平帰化 p.285, 農教Ⅰp.458. 

（瀧崎吉伸・芹沢俊介） 
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【新規作成】 【加筆修正】 
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種子植物 ＜被子植物 単子葉類 イネ科＞                                産業管理 

SPERMATOPHYTA ＜MONOCOTYLEDONEAE POACEAE＞ 

アメリカスズメノヒエ Paspalum notatum Flüggé 

 
【概要と選定理由】 
 多年生草本。路傍や荒れ地，畑地，河川敷や土手に生育し，地下茎を這わせて群落を作る。非常
に強く根を張り，引き抜きにくい。バヒアグラスと呼ばれ，牧草や法面緑化材として用いられる。 

 
【形 態】 
 茎は短く匍匐する木質の地下茎から立ち上がり，ややまばらな群落を作る。高さ 20～60cm。葉
は線形，長さ 5～20cmで中央脈で V字状に折れる。葉鞘は普通無毛。稀に毛がある。花期は 7～10

月。花序は茎頂に V 字のように付く 2 本の総からなり，時にその下に 1～2 本の総が付くことがあ
る。総は長さ 4～6cmで 2列に小穂をつける。小穂は縁を除き無毛で，表面に光沢がある。 

 
【分布の概要】 
【世界の分布】 

  原産地は熱帯アメリカ。現在では世界の熱帯～暖帯に広く導入されたり帰化したりしている。 

【国内の分布】 

  本州（関東地方）～九州。 

【県内の分布】 

東：8 新城市豊岡（瀧崎 27888Ti,2011-9-3），12 新城市八束穂（瀧崎 31154Ti,2015-9-5），13 豊
川市 院之子（加藤等次 1885i,1992-9-7），15 豊橋市岩崎町（瀧崎 10495i,1988-7-27），16 豊橋市
神野ふ頭町 （瀧崎 15070i,981994-7-25），18 渥美町石神（小林元男 47065i,1993-8-28）。西：20

足助町中立（山崎玲子 2051i,1999-7-17），21下山村平瀬（長谷川朋美 857i,1992-9-24），22小原村
大平（鳥居ちゑ子 776i,1994-10-10），24豊田市御船町（佐藤久美子 611i,1993-7-23），25豊田市井
上町（芹沢 68170i,1993-10-1），26 豊田市渡刈町（落合鈴枝 330i,1993-7-23），27 みよし市黒笹町
（芹沢 93409i,2017-9-20），28 額田町鳥川（福岡義洋 1092i,1990-8-9），29 岡崎市康生町（瀧崎
33851Ti,2018-6-16），32a刈谷市小垣江町（益田千代子 8 14i,1993-8-6），33安城市村高町（堀田喜
久 906i,1993-10-2），34b 碧南市川口町（芹沢 67554i,1993-9-10），36 幡豆町東幡豆（壁谷重美子
40i,1993-8-20）。尾：37a 瀬戸市上本町（五十嵐雅裕 8 8i,1992-8-7），37b 尾張旭市新居（瀧崎
29878Ti,2013-10-5），38a 長久手町長湫（半田多美子 495i,1992-8-26），39a 東郷町諸輪（鬼頭弘
150i,1992-7-20），42a 阿久比町宮津（渡邊麻子 1000i,1995-10-14），42b 半田市岩滑西町（岡本久
美子 548i,2000-7-15），43 常滑市坂井（梅田零奈 523i,2000-7-7），44a 美浜町古布（大西博
974i,1992-9-3），44b南知多町内海（芹沢 62128i,1992-7-23），45犬山市今井（芹沢 70934i,1994-9-20），
48春日井市高蔵寺町（山田果与乃 1767i,2011-7-17），49c 師勝町高田寺（鈴木幸子 521i,1993-8-4），
50 守山区天子田（鳥居ちゑ子 438i,1993-7-29），51 緑区鳴海町（渡辺幸子 6883i,2014-7-2），52 港
区金城ふ頭（渡辺幸子 5939i,2007-10-3），57b佐屋町大野（山田茂貴 185i,1992-8-5）。 

【生育地の環境／生態的特性】 
 畑地や荒れ地，路傍に普通に見られるようになった。 
 
 
 
 

【侵入の経緯／現在の生育状況】 
 国内への侵入は，牧草としての導入による。本州の関東以西に普通。牧草の他，法面緑化材とし
ても利用されることがある。 

 

【被害状況／駆除策と留意点】 
 畑地や公園などに侵入すると，木質化した地下茎が大変丈夫で，除去が困難である。 

 

【特記事項】 
 コアメリカスズメノヒエ Paspalum minus E.Fourn.は全体に小型で，総が短く，小穂も小さく光
沢が無い。長田武正が帰化植物図鑑で指摘しているとおり，区別は微妙である。 

 東：18田原市中山町（瀧崎 28076i,2009-9-27）。 

 

【関連文献】 
北帰化 p.230, 平草Ⅰp.98, 平帰化 p.285, 農教Ⅰp.458. 

Flora of North America, Flora of China, Flora of Australia 

（瀧崎吉伸・芹沢俊介） 

種子植物 ＜被子植物 単子葉類 イネ科＞ 

SPERMATOPHYTA ＜MONOCOTYLEDONEAE POACEAE＞ 

ジグザグスズメノヒエ Paspalum setaceum Michx. var. supinum (Bosc. ex Poir.) Trin. 

 
【概要と選定理由】 
 多年生草本。名古屋港の金城ふ頭にのみ知られる。アスファルト舗装の歩道や植栽用に切られた
花壇に，路面間隙雑草的な生態を示す。 

 
【形 態】 
 茎も葉も短く匍匐する地下茎
から横に這い広がり，べったり
と地面につく。花穂はスズメノ
ヒエ属としては細く，茎頂近く
に数本出て，穂の軸に交互に 2

列の小穂をつける。そのため，
小穂が脱落した後の穂の軸が，
ジグザグと曲がって見えること
から和名を与えた。 

 
 
 
 
 
 

【分布の概要】 
【世界の分布】 

 原産地は南アメリカ，現在で
はオセアニアを除く世界の熱帯
～暖帯に広く帰化している。 

【国内の分布】 

 本州（愛知県名古屋市港区金
城ふ頭）。母変種 var. setaceum
は東北地方から報告されており，
植物体は地面に這わず，直立～
斜上する。 

【県内の分布】 

尾：52 名古屋市港区金城ふ頭
（芹沢 85117i,2009-10-3）。 

 

 

 

 

 

【生育地の環境／生態的特性】 
 名古屋港金城ふ頭の東海環状道にほど近いアスファルト舗装さ
れた歩道に，路面間隙的生態を見せる。 
 
 
 

【侵入の経緯／現在の生育状況】 
 侵入経路は不明だが，他の場所からは報告が無く，一時帰化的な状況かもしれない。 
 

【被害状況／駆除策と留意点】 
 取り立てて被害は起きていない。 
 

【関連文献】 
北帰化 p.230, 平草Ⅰp.98, 平帰化 p.285, 農教Ⅰp.458. 

Flora of North America 

（瀧崎吉伸・芹沢俊介） 
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【新規作成】 【新規作成】 
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種子植物 ＜被子植物 単子葉類 イネ科＞                                総合対策 

SPERMATOPHYTA ＜MONOCOTYLEDONEAE POACEAE＞ 

タチスズメノヒエ Paspalum urvillei Steud. 

 
【概要と選定理由】 
 多年生草本。路傍や荒れ地，畑地，河川敷や土手に生育し，地下茎を這わせて面的な密生群落を
作る。他の植物の侵入を許さない。茎の基部に針状の剛毛が密生し，引き抜こうとすると手指を痛
めることがある。英名はヴァシーグラス Vasey grass。牧草にされることもある。 

【形 態】 
 茎は短く匍匐する地下茎から立ち上がり，密生する群落を作る。高さ 70~150cm。葉は線形，長
さ 10～40cm，葉鞘の下部には針状の剛毛が密生する。花期は 7～10 月，花序は茎の片側に偏って
斜上する 10～20本の総からなり，総は長さ 4～6cmで 2列に小穂をつける。小穂は毛で被われる。 

【分布の概要】 
【世界の分布】 

  原産地は南アメリカ，現在ではオセアニアを除く世界の熱帯～暖帯に広く帰化している。 

【国内の分布】 

  本州（関東地方）～九州。 

【県内の分布】 

東：8新城市玖老勢（瀧崎 24499ti,2008-8-24），9鳳来町乗本（小林元男 49304i,1993-11-3），10

鳳来町一色（芹沢 70491i,1994-8-28），12新城市富岡（芹沢 64140i,1992-10-7），13御津町豊沢（瀧
崎 17007ti,1998-8-25），14 蒲郡市浜町（瀧崎 32136Ti,2016-10-1），15 豊橋市石巻萩平町（芹沢
64465i,1992-10-27），16 豊橋市明海町（瀧崎 16647ti,1997-10-13），17 田原市西神戸町（瀧崎
23227ti,2007-8-1），18 田原市日出町（瀧崎 24368ti,2008-8-9）。西：19 旭町西小柳（塚本威彦
841i,1993-10-3），20 足助町足助（新井文子 1082i,1994-9-23），22 小原村榑俣（日比野修
2602i,1994-9-12）， 24 豊田市扶桑町（畑佐 4655ti,2002-8-8）， 25 豊田市篠原町（芹沢
60074i,1991-8-28），26 豊田市西岡町（芹沢 71386i,1994-10-28），27 三好町莇生（臼井里華
691i,1992-8-23），29 岡崎市茅原沢町（伊奈知子 543i,1993-7-23），31 幸田町坂崎（金子律子
1603i,1995-10-23），32a 刈谷市井ヶ谷町（芹沢 68261i,1993-10-1），33 安城市小川町（堀田喜久
870i,1993-10-2），34b 碧南市前浜町（芹沢 66745i,1993-8-5），35 西尾市米津町（堀田喜久
1866i,1992-8-12），36 幡豆町東幡豆（瀧崎 17547ti,1999-9-26）。尾：37a 瀬戸市水北町（芹沢
56101i,1990-7-30），37b尾張旭市新居（瀧崎 29879Ti,2013-10-5），38a長久手町岩作（半田多美子
830i,1992-10-11）， 38b 日進町本郷（芹沢 63959i,1992-9-30），39a 東郷町諸輪（鬼頭弘
238i,1992-10-11），40a 大府市長草町（辻宏美 1015i,1990-10-27），40b 東浦町生路（中村裕治
732i,1994-6-30），41b知多市大草（鳥居ちゑ子 3010Ti,2011-10-25），42c 武豊町下山ノ田（岡本久
美子 702i,2000-8-30），43 常滑市久米（梅田零奈 845i,2000-10-2），44a 美浜町野間（瀧崎
28892Ti,2012-11-3），46b 大口町河北（竹原芳子 1270i,1996-9-3），46c 江南市北野町（竹下希望
796i,2010-7-12），48 春日井市気噴町（太田さち子 253i,1993-7-4），49a 岩倉市北島町（芹沢
72509i,1994-10-17），49c 師勝町六ツ師（鈴木幸子 174i,1992-8-10），49d 新川町下河原（芹沢
64348i,1992-10-21），50 守山区天子田（鳥居ちゑ子 200i,1992-10-4），51 天白区御前場町（中島ひ
ろみ 176i,1992-7-20），52 中川区富田町（芹沢 60839i,1991-10-16），54 尾西市起（芹沢
60193i,1991-9-6），55 平和町西光坊（家田晴俊 291i,1994-10-15），56b 大治町三本木（芹沢
60871i,1991-10-19），57b立田村福原（山田茂貴 817i,1993-10-2）。 

【生育地の環境／生態的特性】 
 畑地や荒れ地，路傍に普通に見られる。種子繁殖もするが，短
い地下茎を這わせ密生する群落を形成して，他の植物の生育を著
しく阻害する。 
 
 

【侵入の経緯／現在の生育状況】 
 国内への侵入は，戦後北九州からとされる。本州の関東以西に普通。国内では牧草としてはあま
り利用されていない。 

【被害状況／駆除策と留意点】 
 河川の堤防土手に侵入すると，在来種のススキを駆逐する。 
 

【関連文献】 
北帰化 p.230, 平草Ⅰp.98, 平帰化 p.285, 農教Ⅰp.458. 

Flora of North America, Flora of China, Flora of New Zealand, Flora of Australia 

（瀧崎吉伸・芹沢俊介） 

 

種子植物 ＜被子植物 真性双子葉類 キク科＞                              総合対策 

SPERMATOPHYTA  ＜DICOTYLEDONEAE  ASTERACEAE＞ 

アメリカセンダングサ Bidens frondosa L. 

 
【概要と選定理由】 
 1年生草本。果実は扁平な長卵形で 2本の棘があり，衣服にひっついて運ばれる，いわゆるひっつ
き虫。同属の種群の中では，より早く国内に広く帰化した。現在は遅れて帰化したコセンダングサ
B. pilosa L.によりニッチを奪われ，水辺の環境に追いやられている。 

【形 態】 
 直立する茎を 1 本立ち上げ，上部に枝を対生させる。茎は一般的に赤紫色を帯びる。茎も枝も断
面は四角形で，4 稜がある。葉は対生し羽状に深裂する。荒い鋸歯が有る。頭花にはよく目立つ包
葉がつき，舌状花は無い。 

【分布の概要】 
【世界の分布】 

  アメリカ大陸原産。ほぼ全世界に帰化している。 

【国内の分布】 

  北海道・本州・四国・九州。 

【県内の分布】 

東：3東栄町下田（瀧崎 25952ti,2009-9-21），4設楽町津具水梨川（瀧崎 23592ti,2007-10-9），7

設楽町平山（榊原利修 1309i,1992-9-25），8 鳳来町長篠（加藤等次 2157i,1992-10-10），11 新城市
作手田原（瀧崎 28823Ti,2012-9-22），12 新城市豊島（加藤等次 3863i,1993-9-28），13 豊川市御油
町（瀧崎 14711ti,1993-10-3），14蒲郡市相楽町（鈴木美恵子 235i,1992-9-13），15豊橋市嵩山町（芹
沢・芳山朋子 216i,1984-10-10），16豊橋市西赤沢町（瀧崎 30025Ti,2013-10-13），17田原市浦町（瀧
崎 23414ti,2007-9-17），18田原市堀切町（瀧崎 27931Ti,2011-9-24）。西：5稲武町面ノ木峠（鈴木
学9i,1982-9-25），19旭町坪崎（芹沢63174i,1992-9-8），20足助町寧比曽岳（水野岸子843i,1985-10-9），
21下山村東大沼（長谷川朋美 1034i,1992-10-22），22小原村平畑（塚本威彦 1367i,1994-9-12），23

藤岡町西中山（日比野修 893i,1992-9-30），24豊田市幸海町（山田初代 1197i,1991-9-20），25豊田
市猿投町（磯貝彰宏 343i,1983-9-23），26 豊田市渡刈町（落合鈴枝 467i,1993-10-2），27 三好町黒
笹（臼井里華 842i,1992-9-20），28額田町牧平（福岡義洋 1424i,1990-9-21），29岡崎市茅原沢町（伊
奈知子 921i,1993-9-24），30 岡崎市竜泉寺町（本多さおり 827i,1994-9-22），31 幸田町坂崎（金子
律子 1292i,1995-9-27），32a刈谷市井ヶ谷町（鈴木学 2276i,1983-9-17），33安城市西別所町（堀田
喜久 3017i,1991-10-5），34b 碧南市川口町（中村さとこ 741i,1993-9-10），35 西尾市西浅井町（芹
沢 68454i,1993-10-4），36 幡豆町鳥羽（芹沢 68728i,1993-10-13）。尾：38a 長久手町長湫（半田多
美子 2i,1991-10-30），38b 日進町米野木（伊藤恭子 642i,1992-9-25），39a 東郷町諸輪（鬼頭弘
246i,1992-10-18），40b 東浦町緒川（渡邉麻子 1002i,1995-10-14），41b 知多市佐布里（加藤雅憲
1379i,1997-9-26），42a 阿久比町植大（渡邉麻子 838i,1995-9-28），42b 半田市砂谷町（岡本久美子
791i,2000-9-24），43 常滑市北条（芹沢 65071i,1993-5-16），44a 美浜町奥田（岡島沙矢香
478i,2001-9-13），44b 南知多町片名（大西博 1086i,1992-9-17），45 犬山市本宮山（松田ちか子
889i,1986-9-20），46c 江南市木賀町（竹下希望 1380i,2010-9-24），47 小牧市大山（村瀬正成
930603i,1993-9-11），48春日井市玉野町（太田さち子 849i,1993-9-25），49a岩倉市川井町（水谷善
彌 10673i,1992-9-22），50 守山区小幡（福岡義洋 2130i,1992-10-30），51 天白区植田（渡辺幸子
663i,1992-9-18），52 中村区城屋敷町（鶴岡佐知子 199i,1992-10-16），54 尾西市開明（渡辺幸子
778i,1992-10-20），56b 大治町八ツ屋（芹沢 73299i,1996-10-1），57b 佐屋町大野（山田茂貴
291i,1992-10-6），77c 飛島村新政成（高木順夫 21515Ti,2012-11-1）。 

【生育地の環境／生態的特性】 
 休耕田や水路，ため池の縁など，水辺の環境に多く見られる。 
 
 
 
 

【侵入の経緯／現在の生育状況】 
 侵入経路は不明だが，ひっつき虫なので物流や人の移動に伴って侵入した物と思われる。コセン
ダングサより早く侵入し，優先したが，現在はコセンダングサにニッチを奪われ，湿地に多く残っ
ている。 

【被害状況／駆除策と留意点】 
 休耕田などに多く生育している。種子が衣服にひっつくので，除去する際に注意する。 

【特記事項】 
 似た種にコセンダングサ，オワリセンダングサ，在来種のタウコギなどがある。 

（瀧崎吉伸・芹沢俊介） 
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【新規修正】 【加筆修正】 
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２．県内における外来種の基礎情報整理 

（１）外来種リスト（暫定版）【植物】 

 

 

 

 

 

移入の 他指定

区分 区分

141 単子葉 キジカクシ オオアマナ ○

142 単子葉 キジカクシ アツバキミガヨラン ○ ○ 重点

143 単子葉 キジカクシ オモト ○

144 単子葉 ヤシ カナリーヤシ ○

145 単子葉 ヤシ シュロ ○

146 単子葉 ヤシ トウジュロ ○

147 単子葉 ヤシ ワシントンヤシ ○

148 単子葉 ツユクサ マルバツユクサ ○

149 単子葉 ツユクサ カロライナツユクサ ○

150 単子葉 ツユクサ シマツユクサ ○

151 単子葉 ツユクサ ナギナタツユクサ

152 単子葉 ツユクサ ブライダルベール ○

153 単子葉 ツユクサ シマイボクサ ○

154 単子葉 ツユクサ オオトキワツユクサ ○

155 単子葉 ツユクサ ノハカタカラクサ ○ ○ 重点

156 単子葉 ツユクサ ミドリハカタカラクサ ○ 重点

157 単子葉 ツユクサ ムラサキツユクサ ○

158 単子葉 ツユクサ ムラサキオオツユクサ ○ ムラサキゴテン

159 単子葉 ミズアオイ ホテイアオイ ○ 重点 ○ ○

160 単子葉 ミズアオイ ミズアオイ ○ 在来個体群はほぼ絶滅

161 単子葉 ミズアオイ ポンテデリア　パニクラタ ○

162 単子葉 バショウ バショウ

163 単子葉 カンナ ダンドク ○

164 単子葉 カンナ ハナカンナ ○

165 単子葉 ショウガ ミョウガ

166 単子葉 ガマ ホソバガマ（ホソバヒメガマ）

167 単子葉 ガマ モウコガマ ○

168 単子葉 イグサ ニセコウガイゼキショウ ○

169 単子葉 イグサ コゴメイ ○ 重点

170 単子葉 イグサ フトコゴメイ ○

171 単子葉 イグサ オニコウガイゼキショウ ○

172 単子葉 イグサ コミアイコゴメイ

173 単子葉 イグサ セイタカイ ○

174 単子葉 カヤツリグサ ウキヤガラ ○ 逸出個体群もある

175 単子葉 カヤツリグサ アメリカミコシガヤ ○

176 単子葉 カヤツリグサ ヒレミヤガミスゲ ○

177 単子葉 カヤツリグサ オオシマカンスゲ ○

178 単子葉 カヤツリグサ テンジクスゲ ○

179 単子葉 カヤツリグサ アメリカヤガミスゲ ○ 総合

180 単子葉 カヤツリグサ タシロスゲ ○

181 単子葉 カヤツリグサ ナガバアメリカミコシガヤ ○

182 単子葉 カヤツリグサ アレチクグ ○

183 単子葉 カヤツリグサ シュロガヤツリ ○ 重点

184 単子葉 カヤツリグサ ユメノシマガヤツリ ○

185 単子葉 カヤツリグサ ホソミキンガヤツリ ○

186 単子葉 カヤツリグサ メリケンガヤツリ ○ 重点

187 単子葉 カヤツリグサ ショクヨウガヤツリ ○

188 単子葉 カヤツリグサ ヒメミクリガヤツリ ○

189 単子葉 イネ ナンカイヌカボ ○

190 単子葉 イネ ヒメヌカボ ○

191 単子葉 イネ イトコヌカグサ ○

192 単子葉 イネ コヌカグサ ○ 総合

193 単子葉 イネ フユヌカボ ○

194 単子葉 イネ ヌカススキ ○

195 単子葉 イネ ハナヌカススキ ○

196 単子葉 イネ ノハラスズメノテッポウ ○ 在来個体群もある

197 単子葉 イネ オオスズメノテッポウ ○

198 単子葉 イネ ヌカススキ小型品

199 単子葉 イネ ニセオオスズメノテッポウ

200 単子葉 イネ メリケンカルカヤ ○ 総合

201 単子葉 イネ ハルガヤ ○ 総合

202 単子葉 イネ ケナシハルガヤ ○

203 単子葉 イネ オオカニツリ ○

204 単子葉 イネ チョロギガヤ ○

205 単子葉 イネ フイリダンチク ○

206 単子葉 イネ ミナトカラスムギ ○

207 単子葉 イネ カラスムギ ○

208 単子葉 イネ オートムギ ○

209 単子葉 イネ オニカラスムギ ○

210 単子葉 イネ ホソバツルメヒシバ ○
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移入の 他指定

区分 区分

71 単子葉 トチカガミ マルミスブタ ○ 在来個体群もある

72 単子葉 トチカガミ ヤナギスブタ ○ 在来個体群もある

73 単子葉 トチカガミ オオカナダモ ○ 重点 ○

74 単子葉 トチカガミ コカナダモ ○ 重点 ○

75 単子葉 トチカガミ アマゾントチカガミ ○ 重点

76 単子葉 トチカガミ コウガイセキショウモ ○ 重点

77 単子葉 ヒルムシロ ツツイトモ ○ 自然分布の可能性もある

78 単子葉 ヤマノイモ ナガイモ ○

79 単子葉 ヤマノイモ カエデドコロ ○ 在来個体群もある

80 単子葉 ユリズイセン ユリズイセン ○

81 単子葉 ユリ バイモ ○

82 単子葉 ユリ タカサゴユリ ○ 総合 シンテッポウユリを含む

83 単子葉 ユリ オニユリ ○？

84 単子葉 ユリ テッポウユリ ○

85 単子葉 ユリ タイワンホトトギス ○

86 単子葉 ラン シラン ○ 在来個体群もある

87 単子葉 ラン シロバナシラン ○ 在来個体群もある

88 単子葉 アヤメ ヒメヒオウギズイセン ○ 総合

89 単子葉 アヤメ グラジオラス　トリステス ○

90 単子葉 アヤメ グラジオラス ○

91 単子葉 アヤメ ヒオウギ ○ 在来個体群もある

92 単子葉 アヤメ シャガ ○

93 単子葉 アヤメ カキツバタ ○ 在来個体群もある

94 単子葉 アヤメ キショウブ ○ ○ 重点 ○

95 単子葉 アヤメ シロバナキショウブ ○ ○ 重点 ○

96 単子葉 アヤメ アヤメ ○ 在来個体群もある

97 単子葉 アヤメ シロアヤメ ○ 在来個体群があるかもしれない

98 単子葉 アヤメ イチハツ

99 単子葉 アヤメ イキシア　ヒブリダ ○

100 単子葉 アヤメ ヤリズイセン ○ 園芸名イキシアで流通

101 単子葉 アヤメ アフリカチゴアヤメ ○

102 単子葉 アヤメ ルリニワゼキショウ ○

103 単子葉 アヤメ キバナニワゼキショウ ○ 淡紫花品を含む

104 単子葉 アヤメ オオニワゼキショウ ○

105 単子葉 アヤメ ヒトフサニワゼキショウ ○

106 単子葉 アヤメ ニワゼキショウ ○

107 単子葉 アヤメ ヒメニワゼキショウ ○

108 単子葉 アヤメ セッカニワゼキショウ ○

109 単子葉 アヤメ アキマルニワゼキショウ ○ オオニワゼキショウ×ニワゼキショウ

110 単子葉 アヤメ オオニワゼキショウ×ヒメニワゼキショウ ○

111 単子葉 アヤメ ニワゼキショウ×セッカニワゼキショウ ○

112 単子葉 ススキノキ ハナツルボラン ○

113 単子葉 ヒガンバナ ムラサキクンシラン ○

114 単子葉 ヒガンバナ ラッキョウ ○

115 単子葉 ヒガンバナ オトメニラ ○

116 単子葉 ヒガンバナ アサツキ ○

117 単子葉 ヒガンバナ サンカクニラ ○

118 単子葉 ヒガンバナ ニラ ○

119 単子葉 ヒガンバナ ハマオモト ○ 在来個体群は絶滅

120 単子葉 ヒガンバナ キバナサフランモドキ ○

121 単子葉 ヒガンバナ ハナニラ ○ 総合

122 単子葉 ヒガンバナ スノーフレーク ○

123 単子葉 ヒガンバナ ヒガンバナ ○

124 単子葉 ヒガンバナ シロバナマンジュシャゲ ○

125 単子葉 ヒガンバナ ナツズイセン ○

126 単子葉 ヒガンバナ ペチコートズイセン

127 単子葉 ヒガンバナ ラッパズイセン

128 単子葉 ヒガンバナ ヤエラッパズイセン

129 単子葉 ヒガンバナ スイセン ○

130 単子葉 ヒガンバナ ハタケニラ ○

131 単子葉 ヒガンバナ キバナタマスダレ ○

132 単子葉 ヒガンバナ タマスダレ ○

133 単子葉 ヒガンバナ サフランモドキ ○

134 単子葉 キジカクシ オランダキジカクシ ○

135 単子葉 キジカクシ ハラン ○

136 単子葉 キジカクシ ツリガネズイセン ○

137 単子葉 キジカクシ ヒアシンス ○

138 単子葉 キジカクシ ルリムスカリ ○

139 単子葉 キジカクシ アラビアオオアマナ ○

140 単子葉 キジカクシ ホソバオオアマナ ○
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1 セン類 センボンゴケ コモチネジレゴケ ○

2 タイ類 ウキゴケ ウロコハタケゴケ ○ 総合

3 タイ類 ミカヅキゼニゴケ ミカヅキゼニゴケ ○ 総合

4 小葉 イワヒバ イヌカタヒバ ○

5 小葉 イワヒバ コンテリクラマゴケ ○ 総合

6 シダ マツバラン マツバラン ○ 在来個体群もある

7 シダ トクサ トクサ ○ 在来個体群があるかもしれない

8 シダ トクサ オオトクサ ○

9 シダ サンショウモ ニシノオオアカウキクサ ○ 緊急

10 シダ サンショウモ アイオオアカウキクサ ○ ○ 緊急

11 シダ サンショウモ オオサンショウモ ○ 重点 ○

12 シダ イノモトソウ ホウライシダ ○

13 シダ イノモトソウ コバホウライシダ ○

14 シダ イノモトソウ モエジマシダ ○

15 シダ オシダ ハガクレカナワラビ ○

16 シダ オシダ チリメンシダ

17 シダ タマシダ タマシダ ○

18 シダ シノブ アツバシノブ ○

19 裸子 イチョウ イチョウ ○

20 裸子 マツ カラマツ ○

21 裸子 マツ イラモミ ○

22 裸子 マツ リギダマツ ○

23 裸子 マツ テーダマツ ○

24 裸子 マツ クロマツ ○ 逸出個体群もある

25 裸子 マツ アイグロマツ ○

26 裸子 マキ ナギ ○

27 裸子 ヒノキ ヒノキ ○ 在来個体群もある

28 裸子 ヒノキ オウゴンシノブヒバ

29 裸子 ヒノキ スギ ○

30 裸子 ヒノキ コウヨウザン ○

31 裸子 ヒノキ メタセコイア ○

32 裸子 ヒノキ ヌマスギ ○

33 裸子 ヒノキ タチラクウショウ ○

34 裸子 ヒノキ アスナロ ○

35 裸子 イチイ イチイ ○ 逸出個体群もある

36 裸子 イチイ キャラボク ○

37 裸子 イチイ カヤ

38 原始被子 ジュンサイ フサジュンサイ ○ ○ 重点 県条例ではハゴロモモとして公表

39 原始被子 スイレン セイヨウスイレン ○ ○ 重点 県条例ではスイレン属として公表

40 原始被子 ウマノスズクサ ミヤコアオイ ○

41 原始被子 モクレン ユリノキ ○

42 原始被子 モクレン キモクレン ○

43 原始被子 モクレン カラタネオガタマ ○

44 原始被子 モクレン オガタマノキ

45 原始被子 モクレン コブシ ○ 一部在来？

46 原始被子 モクレン シデコブシ ○ 一部のみ逸出

47 原始被子 モクレン コブシ×シデコブシ ○

48 原始被子 バンレイシ ポポー ○

49 原始被子 ロウバイ ロウバイ ○

50 原始被子 クスノキ クスノキ ○

51 原始被子 クスノキ ニッケイ ○ RDBあいち2020 p.671参照

52 原始被子 クスノキ ゲッケイジュ ○

53 原始被子 クスノキ テンダイウヤク ○

54 原始被子 クスノキ アオモジ ○

55 単子葉 ショウブ ショウブ ○

56 単子葉 ショウブ アリスガワセキショウ ○

57 単子葉 サトイモ コンニャク

58 単子葉 サトイモ サトイモ ○

59 単子葉 サトイモ アオウキクサ ○ 逸出個体群もある

60 単子葉 サトイモ ヒメウキクサ

61 単子葉 サトイモ ヒナウキクサ ○

62 単子葉 サトイモ ミズバショウ ○

63 単子葉 サトイモ オオハンゲ ○

64 単子葉 サトイモ ボタンウキクサ ○ ○ 緊急 ○

65 単子葉 サトイモ ミジンコウキクサ ○

66 単子葉 オモダカ サジオモダカ ○

67 単子葉 オモダカ ミズヒナゲシ ○

68 単子葉 オモダカ ナガバオモダカ ○ ○ 重点

69 単子葉 オモダカ クワイ

70 単子葉 トチカガミ セトヤナギスブタ ○ 在来個体群もある
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※表中の灰色枠は本調査において生息生育情報等を収集・整理し、1 種 1 頁の解説文を作成または加筆修正した種を示す。 

表－１ 外来種リスト（暫定版）【植物】（その１） 

注1： 科の配列は原則としてAPG分類系（APGⅢ）に従った。科内の種の配列は学名のアルファベット順とした。また、動物で表記されている目名と属名は省略し、それに代えてAPG分類系による大分類群を併記した。

注2： APG分類系大分類群　小葉：小葉植物、シダ：大葉シダ植物、裸子：裸子植物、原始被子：原始被子植物、単子葉：単子葉類、双子葉：真正双子葉類。

注3： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注4： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。あるいは移入個体群が国内由来か国外由来か不明なものである。
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移入の 他指定

区分 区分

351 双子葉 ケシ ハナビシソウ ○

352 双子葉 ケシ セイヨウエンゴサク ○

353 双子葉 ケシ モンツキヒナゲシ ○

354 双子葉 ケシ ナガミヒナゲシ ○

355 双子葉 ケシ シロバナナガミヒナゲシ

356 双子葉 ケシ オニゲシ ○

357 双子葉 ケシ ヒナゲシ ○

358 双子葉 ケシ アツミゲシ ○ 総合

359 双子葉 メギ ホソバヒイラギナンテン ○

360 双子葉 メギ ヒイラギナンテン ○ 総合

361 双子葉 メギ ホザキノイカリソウ ○

362 双子葉 メギ ナンテン ○？ 一部在来？

363 双子葉 キンポウゲ フクジュソウ ○

364 双子葉 キンポウゲ シュウメイギク ○

365 双子葉 キンポウゲ キクザキイチゲ ○ 逸出個体群もある

366 双子葉 キンポウゲ セイヨウオダマキ ○

367 双子葉 キンポウゲ エンコウソウ ○ 逸出個体群もある

368 双子葉 キンポウゲ カザグルマ ○

369 双子葉 キンポウゲ ヒエンソウ ○

370 双子葉 キンポウゲ ヒメリュウキンカ ○

371 双子葉 キンポウゲ クロタネソウ ○

372 双子葉 キンポウゲ ウマノアシガタ ○ 逸出個体群もある

373 双子葉 キンポウゲ トゲミノキツネノボタン ○

374 双子葉 キンポウゲ ハイキンポウゲ ○

375 双子葉 キンポウゲ イボミキンポウゲ ○

376 双子葉 ハス ハス ○？

377 双子葉 スズカケノキ アメリカスズカケノキ ○

378 双子葉 ツゲ フッキソウ ○

379 双子葉 フウ モミジバフウ ○

380 双子葉 マンサク イスノキ ○

381 双子葉 マンサク ホソバイスノキ

382 双子葉 カツラ カツラ ○ 在来個体群もある

383 双子葉 ユズリハ ユズリハ

384 双子葉 ユズリハ アオジクユズリハ

385 双子葉 ズイナ コバノズイナ ○

386 双子葉 ユキノシタ ユキノシタ ○

387 双子葉 ベンケイソウ コケマンネングサ ○

388 双子葉 ベンケイソウ コモチマンネングサ

389 双子葉 ベンケイソウ ウスユキマンネングサ ○

390 双子葉 ベンケイソウ オカタイトゴメ ○

391 双子葉 ベンケイソウ オノマンネングサ ○

392 双子葉 ベンケイソウ マルバマンネングサ ○

393 双子葉 ベンケイソウ メキシコマンネングサ ○

394 双子葉 ベンケイソウ ツルマンネングサ ○

395 双子葉 ベンケイソウ ヨコハママンネングサ ○

396 双子葉 ベンケイソウ アズマツメクサ ○

397 双子葉 アリノトウグサ オオフサモ ○ ○ 緊急 ○

398 双子葉 マメ フサアカシア ○

399 双子葉 マメ モリシマアカシア ○ 重点 ○

400 双子葉 マメ アメリカクサネム ○

401 双子葉 マメ イタチハギ ○ 重点 ○

402 双子葉 マメ ゲンゲ ○

403 双子葉 マメ シロバナゲンゲ ○

404 双子葉 マメ ハナハギ ○

405 双子葉 マメ ハナハギ属ｓｐ．

406 双子葉 マメ アレチケツメイ ○

407 双子葉 マメ コガネタヌキマメ ○

408 双子葉 マメ サンヘンプ

409 双子葉 マメ タヌキマメ

410 双子葉 マメ エニシダ ○ 総合

411 双子葉 マメ ケブカアレチヌスビトハギ ○

412 双子葉 マメ アレチヌスビトハギ ○ 総合

413 双子葉 マメ シロバナアレチヌスビトハギ 総合

414 双子葉 マメ ウスキアレチヌスビトハギ 総合

415 双子葉 マメ ホソバアレチヌスビトハギ ○

416 双子葉 マメ シロバナホソバアレチヌスビトハギ

417 双子葉 マメ オオバヌスビトハギ×ケヤブハギ

418 双子葉 マメ アメリカデイゴ ○

419 双子葉 マメ ニワフジ

420 双子葉 マメ キダチコマツナギ ○
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281 単子葉 イネ オウシュウトボシガラ ○ 産業

282 単子葉 イネ ネズミムギ ○ 産業

283 単子葉 イネ ホソムギ ○ 産業

284 単子葉 イネ ヒロハウシノケグサ 産業

285 単子葉 イネ ボウムギ ○ 産業

286 単子葉 イネ ネズミホソムギ ○ 産業

287 単子葉 イネ ボウホソムギ ○ 産業

288 単子葉 イネ タカノハススキ ○

289 単子葉 イネ オギススキ ○ 逸出個体群もある

290 単子葉 イネ イネ ○

291 単子葉 イネ ハナクサキビ ○

292 単子葉 イネ オオクサキビ ○ 総合

293 単子葉 イネ キビ ○

294 単子葉 イネ スズメノナギナタ ○

295 単子葉 イネ シマスズメノヒエ ○ 総合

296 単子葉 イネ キシュウスズメノヒエ ○ 総合

297 単子葉 イネ チクゴスズメノヒエ ○ 重点

298 単子葉 イネ コアメリカスズメノヒエ ○

299 単子葉 イネ アメリカスズメノヒエ ○ 産業

300 単子葉 イネ ジグザグスズメノヒエ ○

301 単子葉 イネ タチスズメノヒエ ○ 総合

302 単子葉 イネ オニクサヨシ ○

303 単子葉 イネ シマヨシ ○

304 単子葉 イネ カナリークサヨシ ○

305 単子葉 イネ ヒメカナリークサヨシ ○

306 単子葉 イネ オオアワガエリ ○ 産業

307 単子葉 イネ ホテイチク ○ 産業

308 単子葉 イネ モウソウチク ○ ○ 産業

309 単子葉 イネ クロチク ○ 産業

310 単子葉 イネ ハチク ○ 逸出個体群もある

311 単子葉 イネ マダケ ○ 産業

312 単子葉 イネ カンザンチク ○

313 単子葉 イネ アオスズメノカタビラ ○

314 単子葉 イネ コイチゴツナギ ○

315 単子葉 イネ ツクシスズメノカタビラ

316 単子葉 イネ ナガハグサ ○

317 単子葉 イネ オオスズメノカタビラ ○

318 単子葉 イネ ヤダケ ○

319 単子葉 イネ ミノボロモドキ ○

320 単子葉 イネ ツノアイアシ ○

321 単子葉 イネ チマキザサ ○ 在来個体群もある

322 単子葉 イネ クマザサ ○

323 単子葉 イネ ライムギ ○

324 単子葉 イネ ナリヒラダケ ○

325 単子葉 イネ アワ ○

326 単子葉 イネ ホナガキンエノコロ

327 単子葉 イネ フシネキンエノコロ ○

328 単子葉 イネ オオエノコロ

329 単子葉 イネ ニセオオエノコロ

330 単子葉 イネ ムラサキニセオオエノコロ

331 単子葉 イネ オカメザサ ○

332 単子葉 イネ トウチク ○

333 単子葉 イネ スズコナリヒラ ○

334 単子葉 イネ セイバンモロコシ ○ 総合

335 単子葉 イネ ヒメモロコシ ○ 総合

336 単子葉 イネ コウリャン ○

337 単子葉 イネ ヒガタアシ ○ ○ 緊急

338 単子葉 イネ コヒガタアシ ○ ○ 緊急

339 単子葉 イネ イヌシバ ○

340 単子葉 イネ コムギ ○

341 単子葉 イネ イヌナギナタガヤ ○

342 単子葉 イネ ナギナタガヤ ○ 産業

343 単子葉 イネ オオナギナタガヤ ○ 産業

344 単子葉 イネ ムラサキナギナタガヤ ○

345 単子葉 イネ コウライシバ ○

346 単子葉 マツモ マツモ ○ 逸出個体群もある

347 双子葉 フサザクラ フサザクラ

348 双子葉 フサザクラ ウラジロフサザクラ

349 双子葉 ケシ アザミゲシ ○

350 双子葉 ケシ シラユキゲシ ○
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211 単子葉 イネ ホウライチク ○

212 単子葉 イネ ホウオウチク ○

213 単子葉 イネ コバンソウ ○

214 単子葉 イネ ヒメコバンソウ ○

215 単子葉 イネ イヌムギ ○

216 単子葉 イネ ムクゲチャヒキ ○

217 単子葉 イネ ヒゲナガスズメノチャヒキ ○

218 単子葉 イネ ハマチャヒキ ○

219 単子葉 イネ コスズメノチャヒキ ○

220 単子葉 イネ チャボチャヒキ ○

221 単子葉 イネ カラスノチャヒキ ○

222 単子葉 イネ アレチノチャヒキ ○

223 単子葉 イネ ウマノチャヒキ ○

224 単子葉 イネ チゴカンチク ○

225 単子葉 イネ シホウチク ○

226 単子葉 イネ ヒメヒゲシバ

227 単子葉 イネ アフリカヒゲシバ ○

228 単子葉 イネ オヒゲシバ ○

229 単子葉 イネ ジュズダマ ○

230 単子葉 イネ シロガネヨシ ○ 総合

231 単子葉 イネ ヒゲガヤ ○

232 単子葉 イネ カモガヤ ○ 産業 ○

233 単子葉 イネ タツノツメガヤ ○

234 単子葉 イネ カタボウシノケグサ ○

235 単子葉 イネ ニコゲヌカキビ ○

236 単子葉 イネ ホソヌカキビ ○

237 単子葉 イネ ヒロハニコゲヌカキビ ○

238 単子葉 イネ キタノケヌカキビ ○

239 単子葉 イネ ホウキヌカキビ ○

240 単子葉 イネ ヒメケヌカキビ ○

241 単子葉 イネ ヒメオニササガヤ ○

242 単子葉 イネ シラゲオニササガヤ ○

243 単子葉 イネ キタメヒシバ ○

244 単子葉 イネ ハキダメガヤ ○

245 単子葉 イネ ヒエ ○

246 単子葉 イネ シバムギ ○

247 単子葉 イネ ノゲシバムギ ○

248 単子葉 イネ イトスズメガヤ ○

249 単子葉 イネ スズメガヤ ○

250 単子葉 イネ シナダレスズメガヤ ○ 重点 ○

251 単子葉 イネ コゴメカゼクサ

252 単子葉 イネ コスズメガヤ ○

253 単子葉 イネ ニワホコリ

254 単子葉 イネ オオニワホコリ ○

255 単子葉 イネ キソガワニワホコリ

256 単子葉 イネ オオキソガワニワホコリ

257 単子葉 イネ ナゴヤニワホコリ

258 単子葉 イネ トコナメニワホコリ

259 単子葉 イネ アツミニワホコリ

260 単子葉 イネ ホソスズメガヤ

261 単子葉 イネ チャボウシノシッペイ ○

262 単子葉 イネ ヨシススキ ○ 重点

263 単子葉 イネ シロタカオススキ

264 単子葉 イネ ウスゲナルコビエ

265 単子葉 イネ ヒメナルコビエ ○

266 単子葉 イネ ハガワリトボシガラ ○

267 単子葉 イネ ウシノケグサ ○

268 単子葉 イネ ヒロハウシノケグサ ○

269 単子葉 イネ オオウシノケグサ ○

270 単子葉 イネ セイヨウウキガヤ ○

271 単子葉 イネ シラゲガヤ ○

272 単子葉 イネ ニセシラゲガヤ ○

273 単子葉 イネ ムギクサ ○

274 単子葉 イネ オオムギ ○

275 単子葉 イネ ケナシチガヤ ○ ○

276 単子葉 イネ ミノボロ ○

277 単子葉 イネ ハマガヤ ○

278 単子葉 イネ ニセアゼガヤ ○

279 単子葉 イネ ホウキアゼガヤ ○

280 単子葉 イネ オニウシノケグサ ○ 産業 ○
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表－１ 外来種リスト（暫定版）【植物】（その２） 

※表中の灰色枠は本調査において生息生育情報等を収集・整理し、1 種 1 頁の解説文を作成または加筆修正した種を示す。 
注1： 科の配列は原則としてAPG分類系（APGⅢ）に従った。科内の種の配列は学名のアルファベット順とした。また、動物で表記されている目名と属名は省略し、それに代えてAPG分類系による大分類群を併記した。

注2： APG分類系大分類群　小葉：小葉植物、シダ：大葉シダ植物、裸子：裸子植物、原始被子：原始被子植物、単子葉：単子葉類、双子葉：真正双子葉類。

注3： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注4： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。あるいは移入個体群が国内由来か国外由来か不明なものである。
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移入の 他指定

区分 区分

561 双子葉 ブナ アオナラガシワ ○ 在来個体群もある

562 双子葉 ブナ カシワ ○

563 双子葉 ブナ イチイガシ ○

564 双子葉 ブナ シラカシ ○ 逸出個体群もある

565 双子葉 ブナ カシワコナラ ○

566 双子葉 ブナ アオナラガシワ×コナラ ○ 在来個体群もある

567 双子葉 クルミ シナサワグルミ ○

568 双子葉 カバノキ ヤシャブシ ○

569 双子葉 カバノキ ケヤマハンノキ ○ 逸出個体群もある

570 双子葉 カバノキ タニガワハンノキ ○

571 双子葉 カバノキ ヒメヤシャブシ ○

572 双子葉 カバノキ オオバヤシャブシ ○

573 双子葉 ウリ トウガン

574 双子葉 ウリ スイカ

575 双子葉 ウリ マクワウリ

576 双子葉 ウリ キュウリ

577 双子葉 ウリ ハヤトウリ ○

578 双子葉 ウリ アレチウリ ○ ○ 緊急 ○

579 双子葉 シュウカイドウ シュウカイドウ ○

580 双子葉 ニシキギ ニシキギ ○ 逸出個体群もある

581 双子葉 ニシキギ マサキ ○ 逸出個体群もある

582 双子葉 カタバミ イモカタバミ ○

583 双子葉 カタバミ シロバナイモカタバミ

584 双子葉 カタバミ ハナカタバミ ○

585 双子葉 カタバミ ベニカタバミ ○

586 双子葉 カタバミ ムラサキカタバミ ○

587 双子葉 カタバミ オッタチカタバミ ○

588 双子葉 カタバミ ミヤマカタバミ ○ 逸出個体群もある

589 双子葉 カタバミ オオキバナカタバミ ○ 総合 キイロハナカタバミ

590 双子葉 カタバミ フヨウカタバミ ○

591 双子葉 カタバミ モンカタバミ ○

592 双子葉 カタバミ インカカタバミ ○

593 双子葉 ホルトノキ ホルトノキ ○ 在来個体群もある

594 双子葉 トウダイグサ オオバベニガシワ ○

595 双子葉 トウダイグサ シマニシキソウ ○

596 双子葉 トウダイグサ アレチニシキソウ ○

597 双子葉 トウダイグサ ショウジョウソウ ○

598 双子葉 トウダイグサ シンチクニシキソウ

599 双子葉 トウダイグサ ニシキソウ

600 双子葉 トウダイグサ ホルトソウ ○

601 双子葉 トウダイグサ コニシキソウ ○

602 双子葉 トウダイグサ ミドリコニシキソウ

603 双子葉 トウダイグサ コバノニシキソウ ○

604 双子葉 トウダイグサ ハツユキソウ ○

605 双子葉 トウダイグサ オオニシキソウ ○

606 双子葉 トウダイグサ ニセシマニシキソウ ○

607 双子葉 トウダイグサ チャボタイゲキ ○

608 双子葉 トウダイグサ ハイニシキソウ ○

609 双子葉 トウダイグサ ノコギリタイゲキ ○

610 双子葉 トウダイグサ トウゴマ ○

611 双子葉 トウダイグサ ナンキンハゼ ○ 総合

612 双子葉 トウダイグサ アブラギリ ○

613 双子葉 トウダイグサ オオアブラギリ ○

614 双子葉 ミカンソウ キダチコミカンソウ ○

615 双子葉 ミカンソウ ナガエコミカンソウ ○

616 双子葉 トケイソウ トケイソウ ○

617 双子葉 ヤナギ セイヨウハコヤナギ ○

618 双子葉 ヤナギ シダレヤナギ ○

619 双子葉 ヤナギ コリヤナギ ○

620 双子葉 ヤナギ ウンリュウヤナギ ○

621 双子葉 ヤナギ イケノヤナギ ○ 逸出個体群もある

622 双子葉 ヤナギ フリソデヤナギ ○ 在来個体群もある

623 双子葉 ヤナギ シダレヤナギ×オオタチヤナギ

624 双子葉 スミレ マキバスミレ ○

625 双子葉 スミレ ヒゴスミレ ○ 在来個体群もある

626 双子葉 スミレ ツクシスミレ ○

627 双子葉 スミレ ヒメサンシキスミレ

628 双子葉 スミレ ツクシスミレ

629 双子葉 スミレ ツクシスミレ

630 双子葉 スミレ ニオイスミレ ○
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491 双子葉 マメ ヤマフジ ○

492 双子葉 マメ シラフジ ○

493 双子葉 バラ セイヨウハゴロモグサ ○

494 双子葉 バラ イワムシロ

495 双子葉 バラ ボケ ○

496 双子葉 バラ ビワ ○ 産業

497 双子葉 バラ シロバナヤマブキ ○

498 双子葉 バラ ヤエヤマブキ ○

499 双子葉 バラ ハイキジムシロ ○

500 双子葉 バラ コバナキジムシロ ○

501 双子葉 バラ オオヘビイチゴ ○

502 双子葉 バラ オキジムシロ ○

503 双子葉 バラ マメザクラ ○

504 双子葉 バラ ニワウメ ○

505 双子葉 バラ サトザクラ

506 双子葉 バラ ウメ ○

507 双子葉 バラ モモ ○？

508 双子葉 バラ スモモ ○

509 双子葉 バラ イトザクラ ○

510 双子葉 バラ オオシマザクラ ○

511 双子葉 バラ コヒガンザクラ ○

512 双子葉 バラ ソメイヨシノ ○ エドヒガン×オオシマザクラ

513 双子葉 バラ カズサザクラ ヤマザクラ×オオシマザクラ

514 双子葉 バラ タチバナモドキ ○ 総合

515 双子葉 バラ トキワサンザシ ○ 総合

516 双子葉 バラ カザンデマリ ○ 総合

517 双子葉 バラ ナシ ○

518 双子葉 バラ アイナシ マメナシ×ナシ

519 双子葉 バラ シャリンバイ ○ 在来個体群もある

520 双子葉 バラ ナニワイバラ ○

521 双子葉 バラ アズマイバラ ○ 逸出個体群もある

522 双子葉 バラ ハマナス ○

523 双子葉 バラ セイヨウヤブイチゴ ○

524 双子葉 バラ セイヨウヤブイチゴ

525 双子葉 バラ カジイチゴ ○ 在来個体群らしいものもある

526 双子葉 バラ ナガボノアカワレモコウ ○

527 双子葉 バラ ヒメカジイチゴ ニガイチゴ×カジイチゴ

528 双子葉 バラ オランダワレモコウ

529 双子葉 バラ ニワナナカマド ○

530 双子葉 バラ コデマリ ○

531 双子葉 バラ ユキヤナギ ○？

532 双子葉 グミ ナワシログミ ○ 在来個体群もある

533 双子葉 クロウメモドキ ナツメ ○

534 双子葉 ニレ ハルニレ ○

535 双子葉 ニレ ケヤキ ○ 在来個体群もある

536 双子葉 アサ アサ ○

537 双子葉 クワ ツルコウゾ ○

538 双子葉 クワ カジノキ ○？ RDBあいち2020 p.306参照

539 双子葉 クワ コウゾ ○

540 双子葉 クワ イチジク

541 双子葉 クワ オオイタビ（移入型） ○

542 双子葉 クワ アコウ ○

543 双子葉 クワ ハリグワ ○

544 双子葉 クワ マグワ ○

545 双子葉 クワ ロソウ

546 双子葉 クワ ケグワ ○

547 双子葉 クワ アイノコグワ マグワ×ヤマグワ

548 双子葉 イラクサ ラセイタソウ ○

549 双子葉 イラクサ ナンバンカラムシ ○

550 双子葉 イラクサ ハドノキ ○

551 双子葉 イラクサ ナンカラムシ

552 双子葉 イラクサ カベイラクサ ○

553 双子葉 イラクサ コゴメミズ ○ 重点

554 双子葉 イラクサ コケミズ ○ 在来個体群もある

555 双子葉 ブナ スダジイ ○ 在来個体群もある

556 双子葉 ブナ ツブラジイ×スダジイ

557 双子葉 ブナ マテバシイ ○

558 双子葉 ブナ シリブカガシ ○ 在来個体群もある

559 双子葉 ブナ クヌギ ○

560 双子葉 ブナ ナラガシワ ○ 在来個体群もある
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421 双子葉 マメ フジマメ ○

422 双子葉 マメ ヒロハノレンリソウ ○

423 双子葉 マメ エゾノレンリソウ ○

424 双子葉 マメ レンリソウ

425 双子葉 マメ マルバレンリソウ ○

426 双子葉 マメ ヤマハギ系 中国産ヤマハギ系交雑種？

427 双子葉 マメ ヤマハギ（移入型） ○

428 双子葉 マメ ハイメドハギ

429 双子葉 マメ ナガバメドハギ ○

430 双子葉 マメ オオバメドハギ ○

431 双子葉 マメ オクシモハギ ○

432 双子葉 マメ トウクサハギ ○

433 双子葉 マメ カラメドハギ ○

434 双子葉 マメ シベリアメドハギ

435 双子葉 マメ アカバナメドハギ ○

436 双子葉 マメ チョウセンキハギ ○

437 双子葉 マメ ミヤギノハギ ○

438 双子葉 マメ ニシキハギ ○

439 双子葉 マメ シラハギ ○

440 双子葉 マメ ケハギ ○

441 双子葉 マメ ヤマハギ×ニシキハギ ○

442 双子葉 マメ マルバハギ×ニシキハギ ○

443 双子葉 マメ ハイメドハギ×ネコハギ

444 双子葉 マメ オクシモハギ×ニシキハギ ○

445 双子葉 マメ オクシモハギ×ビッチュウヤマハギ

446 双子葉 マメ オクシモハギ×？

447 双子葉 マメ セイヨウミヤコグサ ○

448 双子葉 マメ ネビキミヤコグサ ○

449 双子葉 マメ イヌエンジュ ○

450 双子葉 マメ モンツキウマゴヤシ ○

451 双子葉 マメ コメツブウマゴヤシ ○

452 双子葉 マメ ネバリコメツブウマゴヤシ ○

453 双子葉 マメ コウマゴヤシ ○

454 双子葉 マメ ウマゴヤシ ○

455 双子葉 マメ ムラサキウマゴヤシ ○

456 双子葉 マメ シロバナムラサキウマゴヤシ

457 双子葉 マメ ウズマキウマゴヤシ ○

458 双子葉 マメ コシナガワハギ ○

459 双子葉 マメ シロバナシナガワハギ ○

460 双子葉 マメ シナガワハギ ○

461 双子葉 マメ オジギソウ ○

462 双子葉 マメ エンドウ

463 双子葉 マメ ハリエンジュ ○ 産業 ○

464 双子葉 マメ トゲナシハリエンジュ ○

465 双子葉 マメ エビスグサ ○

466 双子葉 マメ ハブソウ ○

467 双子葉 マメ アメリカツノクサネム ○

468 双子葉 マメ シバネム ○

469 双子葉 マメ センダイハギ ○

470 双子葉 マメ トガリバツメクサ ○

471 双子葉 マメ シャグマハギ ○

472 双子葉 マメ クスダマツメクサ ○

473 双子葉 マメ コメツブツメクサ ○

474 双子葉 マメ ツメクサダマシ ○

475 双子葉 マメ ダンゴツメクサ ○

476 双子葉 マメ タチオランダゲンゲ ○

477 双子葉 マメ ベニバナツメクサ ○

478 双子葉 マメ オオバノアカツメクサ ○

479 双子葉 マメ ムラサキツメクサ ○

480 双子葉 マメ セッカツメクサ ○

481 双子葉 マメ シロツメクサ ○

482 双子葉 マメ モモイロツメクサ ○

483 双子葉 マメ ヒナツメクサ ○

484 双子葉 マメ オオヤハズエンドウ ○

485 双子葉 マメ ホソバヤハズエンドウ ○

486 双子葉 マメ ビロードクサフジ ○ 産業

487 双子葉 マメ ナヨクサフジ ○ 産業

488 双子葉 マメ シロバナナヨクサフジ ○ 産業

489 双子葉 マメ ナガバハマササゲ ○

490 双子葉 マメ ササゲ ○
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表－１ 外来種リスト（暫定版）【植物】（その３） 

※表中の灰色枠は本調査において生息生育情報等を収集・整理し、1 種 1 頁の解説文を作成または加筆修正した種を示す。 
注1： 科の配列は原則としてAPG分類系（APGⅢ）に従った。科内の種の配列は学名のアルファベット順とした。また、動物で表記されている目名と属名は省略し、それに代えてAPG分類系による大分類群を併記した。

注2： APG分類系大分類群　小葉：小葉植物、シダ：大葉シダ植物、裸子：裸子植物、原始被子：原始被子植物、単子葉：単子葉類、双子葉：真正双子葉類。

注3： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注4： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。あるいは移入個体群が国内由来か国外由来か不明なものである。
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移入の 他指定

区分 区分

771 双子葉 アブラナ イヌカキネガラシ ○

772 双子葉 アブラナ グンバイナズナ ○

773 双子葉 ギョリュウ ギョリュウ

774 双子葉 イソマツ ハマサジ

775 双子葉 タデ シャクチリソバ ○ 総合

776 双子葉 タデ ソバ ○

777 双子葉 タデ ソバカズラ ○

778 双子葉 タデ オオツルイタドリ

779 双子葉 タデ ツルドクダミ ○ 総合

780 双子葉 タデ オオイタドリ ○

781 双子葉 タデ ワイヤープランツ ○

782 双子葉 タデ ヒメツルソバ ○ 総合

783 双子葉 タデ オオケタデ ○

784 双子葉 タデ タデアイ ○

785 双子葉 タデ ハイミチヤナギ ○

786 双子葉 タデ オオミチヤナギ

787 双子葉 タデ ヤンバルミチヤナギ ○

788 双子葉 タデ ホザキニワヤナギ ○

789 双子葉 タデ ヒメスイバ ○ 総合

790 双子葉 タデ カギミギシギシ ○

791 双子葉 タデ アレチギシギシ ○

792 双子葉 タデ ナガバギシギシ ○ 総合

793 双子葉 タデ コギシギシ ○ 在来個体群もある

794 双子葉 タデ エゾノギシギシ ○ 総合

795 双子葉 タデ ミドリエゾノギシギシ

796 双子葉 タデ アレチエゾノギシギシ ○ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ×ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ

797 双子葉 タデ トガマダイオウ ﾉﾀﾞｲｵｳ×ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ

798 双子葉 タデ ナンキンギシギシ ｺｷﾞｼｷﾞｼ×ｷﾞｼｷﾞｼ

799 双子葉 タデ ノハラダイオウ ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ×ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ

800 双子葉 タデ アレチナガバギシギシ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ×ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ

801 双子葉 タデ エゾノカギミギシギシ ○ ｶｷﾞﾐｷﾞｼｷﾞｼ×ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ

802 双子葉 タデ オオアレチギシギシ ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ×ｷﾞｼｷﾞｼ

803 双子葉 タデ アイノコギシギシ ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ×ｷﾞｼｷﾞｼ

804 双子葉 タデ ギシギシモドキ ｷﾞｼｷﾞｼ×ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ

805 双子葉 モウセンゴケ ツルギバモウセンゴケ ○ 重点

806 双子葉 モウセンゴケ サスマタモウセンゴケ ○ 重点

807 双子葉 モウセンゴケ イトバモウセンゴケ ○ 重点

808 双子葉 モウセンゴケ ナガエモウセンゴケ ○ ○ 重点

809 双子葉 ナデシコ ノミノツヅリ移入型 ○

810 双子葉 ナデシコ ネバリノミノツヅリ ○

811 双子葉 ナデシコ ネバラズノミノツヅリ

812 双子葉 ナデシコ ハイミミナグサ

813 双子葉 ナデシコ オオミミナグサ ○

814 双子葉 ナデシコ オランダミミナグサ ○

815 双子葉 ナデシコ ノハラナデシコ ○

816 双子葉 ナデシコ アメリカナデシコ ○

817 双子葉 ナデシコ ヒメナデシコ ○

818 双子葉 ナデシコ カスミソウ ○

819 双子葉 ナデシコ ヌカイトナデシコ ○

820 双子葉 ナデシコ シュッコンカスミソウ

821 双子葉 ナデシコ イヌコモチナデシコ ○

822 双子葉 ナデシコ ミチバタナデシコ

823 双子葉 ナデシコ コモチナデシコ ○

824 双子葉 ナデシコ ヨツバハコベ ○

825 双子葉 ナデシコ イトツメクサ ○

826 双子葉 ナデシコ キヌイトツメクサ ○

827 双子葉 ナデシコ ミチバタツメクサ

828 双子葉 ナデシコ サボンソウ ○

829 双子葉 ナデシコ シバツメクサ ○

830 双子葉 ナデシコ ムシトリマンテマ ○

831 双子葉 ナデシコ ムシトリナデシコ ○ 総合

832 双子葉 ナデシコ ホザキマンテマ ○

833 双子葉 ナデシコ ヒロハノマンテマ ○

834 双子葉 ナデシコ シロバナマンテマ ○

835 双子葉 ナデシコ イタリーマンテマ ○

836 双子葉 ナデシコ マンテマ ○ 総合

837 双子葉 ナデシコ マツヨイセンノウ ○

838 双子葉 ナデシコ ツキミセンノウ ○

839 双子葉 ナデシコ ツキミマンテマ ○

840 双子葉 ナデシコ サクラマンテマ（フクロナデシコ） ○
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701 双子葉 アオイ シロバナゼニアオイ

702 双子葉 アオイ ゼニバアオイ ○

703 双子葉 アオイ ミナミフランスアオイ ○

704 双子葉 アオイ ウサギアオイ ○

705 双子葉 アオイ ナガエアオイ ○

706 双子葉 アオイ ウスベニアオイ ○

707 双子葉 アオイ フユアオイ ○

708 双子葉 アオイ オカノリ ○ フユアオイの食用の変種

709 双子葉 アオイ エノキアオイ ○

710 双子葉 アオイ ノジアオイ ○

711 双子葉 アオイ キクノハアオイ ○

712 双子葉 アオイ ヤノネボンテンカ ○

713 双子葉 アオイ キンゴジカ ○

714 双子葉 アオイ アメリカキンゴジカ ○

715 双子葉 アオイ アマミキンゴジカ ○

716 双子葉 アオイ ボダイジュ ○

717 双子葉 ジンチョウゲ ジンチョウゲ ○

718 双子葉 ジンチョウゲ キガンピ ○ 在来個体群もある

719 双子葉 ジンチョウゲ ミツマタ ○

720 双子葉 フウチョウソウ ヒメフウチョウソウ ○

721 双子葉 フウチョウソウ アフリカフウチョウソウ ○

722 双子葉 フウチョウソウ セイヨウフウチョウソウ ○

723 双子葉 アブラナ アレチナズナ ○

724 双子葉 アブラナ シロイヌナズナ ○

725 双子葉 アブラナ ハルザキヤマガラシ ○ 総合 ○

726 双子葉 アブラナ セイヨウカラシナ ○ 総合

727 双子葉 アブラナ セイヨウアブラナ ○

728 双子葉 アブラナ クロガラシ ○

729 双子葉 アブラナ カンラン

730 双子葉 アブラナ キャベツ

731 双子葉 アブラナ ミズナ

732 双子葉 アブラナ アブラナ

733 双子葉 アブラナ コマツナ

734 双子葉 アブラナ ハリゲナタネ ○

735 双子葉 アブラナ ホソミナズナ

736 双子葉 アブラナ ルベラナズナ ○

737 双子葉 アブラナ ミチタネツケバナ ○

738 双子葉 アブラナ コタネツケバナ ○

739 双子葉 アブラナ ニワサキタネツケバナ ○

740 双子葉 アブラナ クジラグサ ○

741 双子葉 アブラナ ヒメナズナ

742 双子葉 アブラナ キバナスズシロ ○

743 双子葉 アブラナ オハツキガラシ ○

744 双子葉 アブラナ エゾスズシロ ○

745 双子葉 アブラナ ヒメムラサキハナナ ○

746 双子葉 アブラナ ダイコクマメグンバイナズナ ○

747 双子葉 アブラナ キレハマメグンバイナズナ ○

748 双子葉 アブラナ カラクサナズナ ○

749 双子葉 アブラナ アコウグンバイ ○

750 双子葉 アブラナ マメグンバイナズナ ○

751 双子葉 アブラナ ニワナズナ ○

752 双子葉 アブラナ ゴウダソウ ○

753 双子葉 アブラナ コバノオランダガラシ ○

754 双子葉 アブラナ オランダガラシ ○ 重点

755 双子葉 アブラナ ムラサキオランダガラシ ○ ｺﾊﾞﾉｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ×ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ

756 双子葉 アブラナ ショカツサイ ○

757 双子葉 アブラナ セイヨウノダイコン ○

758 双子葉 アブラナ ダイコン ○

759 双子葉 アブラナ ミヤガラシ ○

760 双子葉 アブラナ ミチバタガラシ

761 双子葉 アブラナ イヌガラシ

762 双子葉 アブラナ キレハイヌガラシ ○

763 双子葉 アブラナ ヒメイヌガラシ イヌガラシ×スカシタゴボウ

764 双子葉 アブラナ シロガラシ ○

765 双子葉 アブラナ ノハラガラシ ○

766 双子葉 アブラナ ケノハラガラシ ○

767 双子葉 アブラナ ハタザオガラシ ○

768 双子葉 アブラナ ホソエガラシ ○

769 双子葉 アブラナ ケカキネガラシ ○

770 双子葉 アブラナ ハマカキネガラシ ○
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表－１ 外来種リスト（暫定版）【植物】（その４） 

移入の 他指定

区分 区分

631 双子葉 アオイ キンゴジカ ○

632 双子葉 アオイ アメリカキンゴジカ ○

633 双子葉 アオイ アマミキンゴジカ ○

634 双子葉 アオイ ボダイジュ ○

635 双子葉 ジンチョウゲ ジンチョウゲ ○

636 双子葉 ジンチョウゲ キガンピ ○ 在来個体群もある

637 双子葉 ジンチョウゲ ミツマタ ○

638 双子葉 フウチョウソウ ヒメフウチョウソウ ○

639 双子葉 フウチョウソウ アフリカフウチョウソウ ○

640 双子葉 フウチョウソウ セイヨウフウチョウソウ ○

641 双子葉 アブラナ アレチナズナ ○

642 双子葉 アブラナ シロイヌナズナ ○

643 双子葉 アブラナ ハルザキヤマガラシ ○ 総合 ○

644 双子葉 アブラナ シロガラシ ○

645 双子葉 アブラナ セイヨウカラシナ ○ 総合

646 双子葉 アブラナ セイヨウアブラナ ○

647 双子葉 アブラナ クロガラシ ○

648 双子葉 アブラナ ハリゲナタネ ○

649 双子葉 アブラナ ルベラナズナ ○

650 双子葉 アブラナ コタネツケバナ ○

651 双子葉 アブラナ ミチタネツケバナ ○

652 双子葉 アブラナ ニワサキタネツケバナ ○

653 双子葉 アブラナ クジラグサ ○

654 双子葉 アブラナ キバナスズシロ ○

655 双子葉 アブラナ オハツキガラシ ○

656 双子葉 アブラナ エゾスズシロ ○

657 双子葉 アブラナ ヒメムラサキハナナ ○

658 双子葉 アブラナ ダイコクマメグンバイナズナ ○

659 双子葉 アブラナ キレハマメグンバイナズナ ○

660 双子葉 アブラナ カラクサナズナ ○

661 双子葉 アブラナ アコウグンバイ ○

662 双子葉 アブラナ マメグンバイナズナ ○

663 双子葉 アブラナ ニワナズナ ○

664 双子葉 アブラナ ゴウダソウ ○

665 双子葉 アブラナ コバノオランダガラシ ○

666 双子葉 アブラナ オランダガラシ ○ 重点

667 双子葉 アブラナ ムラサキオランダガラシ ○

668 双子葉 アブラナ ショカツサイ ○

669 双子葉 アブラナ セイヨウノダイコン ○

670 双子葉 アブラナ ダイコン ○

671 双子葉 アブラナ ミヤガラシ ○

672 双子葉 アブラナ キレハイヌガラシ ○

673 双子葉 アブラナ ノハラガラシ ○

674 双子葉 アブラナ ケノハラガラシ ○

675 双子葉 アブラナ ハタザオガラシ ○

676 双子葉 アブラナ ホソエガラシ ○

677 双子葉 アブラナ ケカキネガラシ ○

678 双子葉 アブラナ ハマカキネガラシ ○

679 双子葉 アブラナ イヌカキネガラシ ○

680 双子葉 アブラナ グンバイナズナ ○

681 双子葉 タデ シャクチリソバ ○ 総合

682 双子葉 タデ ソバ ○

683 双子葉 タデ ソバカズラ ○

684 双子葉 タデ ツルドクダミ ○ 総合

685 双子葉 タデ オオイタドリ ○

686 双子葉 タデ ワイヤープランツ ○

687 双子葉 タデ ヒメツルソバ ○ 総合

688 双子葉 タデ オオケタデ ○

689 双子葉 タデ タデアイ ○

690 双子葉 タデ ハイミチヤナギ ○

691 双子葉 タデ ヤンバルミチヤナギ ○

692 双子葉 タデ ホザキニワヤナギ ○

693 双子葉 タデ ヒメスイバ ○ 総合

694 双子葉 タデ カギミギシギシ ○

695 双子葉 タデ アレチギシギシ ○

696 双子葉 タデ ナガバギシギシ ○ 総合

697 双子葉 タデ コギシギシ ○ 在来個体群もある

698 双子葉 タデ エゾノギシギシ ○ 総合

699 双子葉 タデ アレチエゾノギシギシ ○

700 双子葉 タデ トガマダイオウ

No. 大分類群 科名 和名 備考
国
外

国
内

県
条
例
公
表
種

特
定
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来
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外
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種
リ
ス
ト

日
本
ワ
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ス
ト
100

世
界
ワ
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100

※表中の灰色枠は本調査において生息生育情報等を収集・整理し、1 種 1 頁の解説文を作成または加筆修正した種を示す。 
注1： 科の配列は原則としてAPG分類系（APGⅢ）に従った。科内の種の配列は学名のアルファベット順とした。また、動物で表記されている目名と属名は省略し、それに代えてAPG分類系による大分類群を併記した。

注2： APG分類系大分類群　小葉：小葉植物、シダ：大葉シダ植物、裸子：裸子植物、原始被子：原始被子植物、単子葉：単子葉類、双子葉：真正双子葉類。

注3： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注4： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。あるいは移入個体群が国内由来か国外由来か不明なものである。
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移入の 他指定

区分 区分

981 双子葉 ナス アイフウリンホオズキ

982 双子葉 ナス ショクヨウホオズキ ○

983 双子葉 ナス ビロードホオズキ

984 双子葉 ナス ウスゲホオズキ ○

985 双子葉 ナス ブドウホオズキ ○

986 双子葉 ナス センナリホオズキ ○

987 双子葉 ナス ヒメセンナリホオズキ

988 双子葉 ナス ハコベホオズキ ○

989 双子葉 ナス テリミノイヌホオズキ ○

990 双子葉 ナス カンザシイヌホオズキ ○

991 双子葉 ナス ワルナスビ ○

992 双子葉 ナス ラシャナス ○

993 双子葉 ナス ルリヤナギ ○

994 双子葉 ナス キミノヒヨドリジョウゴ

995 双子葉 ナス ツノナス ○

996 双子葉 ナス ヒラナス ○

997 双子葉 ナス オオイヌホオズキ ○

998 双子葉 ナス ヒメケイヌホオズキ ○

999 双子葉 ナス タマサンゴ ○

1000 双子葉 ナス アメリカイヌホオズキ ○

1001 双子葉 ナス トマトダマシ ○

1002 双子葉 ナス ケイヌホオズキ ○

1003 双子葉 ナス ハリナスビ ○

1004 双子葉 ナス ジャガイモ ○

1005 双子葉 モクセイ レンギョウ ○

1006 双子葉 モクセイ シナレンギョウ ○

1007 双子葉 モクセイ シマトネリコ ○

1008 双子葉 モクセイ ウンナンソケイ ○

1009 双子葉 モクセイ キソケイ ○

1010 双子葉 モクセイ トウネズミモチ ○ ○ 重点

1011 双子葉 モクセイ イボタノキ ○ 逸出個体群もある

1012 双子葉 モクセイ ヨウシュイボタ ○

1013 双子葉 モクセイ ヒイラギ ○ 逸出個体群もある

1014 双子葉 オオバコ キンギョソウ ○

1015 双子葉 オオバコ ウキアゼナ ○ 総合

1016 双子葉 オオバコ アワゴケ

1017 双子葉 オオバコ イケノミズハコベ 重点

1018 双子葉 オオバコ アメリカアワゴケ ○

1019 双子葉 オオバコ ツタバウンラン ○

1020 双子葉 オオバコ ケジギタリス ○

1021 双子葉 オオバコ キバナウンラン ○

1022 双子葉 オオバコ ヒメキンギョソウ ○

1023 双子葉 オオバコ ホソバウンラン ○

1024 双子葉 オオバコ アレチキンギョソウ ○

1025 双子葉 オオバコ マツバウンラン ○

1026 双子葉 オオバコ オオバナノマツバウンラン ○

1027 双子葉 オオバコ マツバウンランモドキ

1028 双子葉 オオバコ キョダイバナマツバウンラン

1029 双子葉 オオバコ スキミオオバコ ○

1030 双子葉 オオバコ ニチナンオオバコ ○

1031 双子葉 オオバコ ヘラオオバコ ○

1032 双子葉 オオバコ セイヨウオオバコ ○

1033 双子葉 オオバコ ツボミオオバコ ○

1034 双子葉 オオバコ セイタカカナビキソウ ○

1035 双子葉 オオバコ ヒシモドキ ○ 在来個体群は絶滅

1036 双子葉 オオバコ オオカワヂシャ ○ ○ 緊急

1037 双子葉 オオバコ タチイヌノフグリ ○

1038 双子葉 オオバコ フラサバソウ ○

1039 双子葉 オオバコ オオイヌノフグリ ○

1040 双子葉 オオバコ シロバナオオイヌノフグリ ○

1041 双子葉 オオバコ コテングクワガタ ○

1042 双子葉 オオバコ ルリトラノオ

1043 双子葉 オオバコ ホナガカワヂシャ カワヂシャ×オオカワヂシャ

1044 双子葉 ゴマノハグサ フサフジウツギ ○ 重点

1045 双子葉 ゴマノハグサ モウズイカ ○

1046 双子葉 ゴマノハグサ ビロードモウズイカ ○

1047 双子葉 ゴマノハグサ アレチモウズイカ ○

1048 双子葉 アゼナ ヒメアメリカアゼナ ○

1049 双子葉 アゼナ タケトアゼナ ○

1050 双子葉 アゼナ アメリカアゼナ ○

外
来
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No. 大分類群 科名 和名 備考

移入の 他指定

区分 区分

911 双子葉 カキノキ カキノキ ○

912 双子葉 カキノキ マメガキ

913 双子葉 カキノキ マメガキ（シナノガキ） ○

914 双子葉 サクラソウ アカバナルリハコベ ○

915 双子葉 サクラソウ ヤナギトラノオ ○

916 双子葉 サクラソウ コバンコナスビ

917 双子葉 サクラソウ サクラソウ ○

918 双子葉 ツバキ サザンカ ○

919 双子葉 ツバキ カンツバキ

920 双子葉 ツバキ チャノキ ○

921 双子葉 マタタビ キウイフルーツ ○ 産業

922 双子葉 ツツジ ケエリカ

923 双子葉 ツツジ アメリカイワナンテン

924 双子葉 アカネ ナガバハリフタバムグラ ○

925 双子葉 アカネ オオフタバムグラ ○ 総合

926 双子葉 アカネ メリケンムグラ ○

927 双子葉 アカネ コメツブヤエムグラ ○

928 双子葉 アカネ タマザキフタバムグラ ○

929 双子葉 アカネ ハクチョウゲ ○

930 双子葉 アカネ フイリハクチョウゲ

931 双子葉 アカネ ハナヤエムグラ ○

932 双子葉 リンドウ ベニバナセンブリ ○

933 双子葉 リンドウ ハナハマセンブリ ○

934 双子葉 キョウチクトウ フウセントウワタ ○

935 双子葉 キョウチクトウ キョウチクトウ ○

936 双子葉 キョウチクトウ ツルニチニチソウ ○ 重点

937 双子葉 ムラサキ ノハラムラサキ ○

938 双子葉 ムラサキ ハマワスレナグサ ○

939 双子葉 ムラサキ ヒレハリソウ ○

940 双子葉 ヒルガオ ヒロハヒルガオ

941 双子葉 ヒルガオ セイヨウヒルガオ ○

942 双子葉 ヒルガオ コンボルブルス

943 双子葉 ヒルガオ アメリカネナシカズラ ○ 総合

944 双子葉 ヒルガオ カロライナアオイゴケ ○

945 双子葉 ヒルガオ アメリカンブルー

946 双子葉 ヒルガオ ヨウサイ ○

947 双子葉 ヒルガオ サツマイモ

948 双子葉 ヒルガオ マルバルコウ ○

949 双子葉 ヒルガオ キバナマルバルコウ

950 双子葉 ヒルガオ アメリカアサガオ ○

951 双子葉 ヒルガオ マルバアメリカアサガオ ○

952 双子葉 ヒルガオ マメアサガオ ○

953 双子葉 ヒルガオ ベニバナマメアサガオ ○

954 双子葉 ヒルガオ オオバアメリカアサガオ ○ 重点

955 双子葉 ヒルガオ アサガオ ○

956 双子葉 ヒルガオ イモネアサガオ ○

957 双子葉 ヒルガオ マルバアサガオ ○

958 双子葉 ヒルガオ ルコウソウ ○

959 双子葉 ヒルガオ イモネノホシアサガオ ○

960 双子葉 ヒルガオ アメリカソライロアサガオ ○

961 双子葉 ヒルガオ ホシアサガオ ○ 総合

962 双子葉 ヒルガオ ハリアサガオ ○

963 双子葉 ヒルガオ モミジルコウ ○

964 双子葉 ヒルガオ ホシマメアサガオ ○

965 双子葉 ヒルガオ ツルナシアサガオ

966 双子葉 ヒルガオ フウリンユキアサガオ ○

967 双子葉 ナス コダチチョウセンアサガオ ○ 総合

968 双子葉 ナス ピーマン

969 双子葉 ナス ヨウシュチョウセンアサガオ ○ 総合

970 双子葉 ナス トゲナシチョウセンアサガオ ○ 総合

971 双子葉 ナス クコ ○

972 双子葉 ナス トマト ○

973 双子葉 ナス マメトマト ○

974 双子葉 ナス オオセンナリ ○

975 双子葉 ナス ツクバネアサガオ ○

976 双子葉 ナス フウリンホオズキ ○

977 双子葉 ナス ナガエノセンナリホオズキ

978 双子葉 ナス ホオズキ ○

979 双子葉 ナス ヒロハフウリンホオズキ

980 双子葉 ナス ホソバフウリンホオズキ
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841 双子葉 ナデシコ サクラマンテマ ○

842 双子葉 ナデシコ シラタマソウ ○

843 双子葉 ナデシコ ノハラツメクサ ○

844 双子葉 ナデシコ ウシオハナツメクサ ○

845 双子葉 ナデシコ ウスベニツメクサ ○

846 双子葉 ナデシコ カラフトホソバハコベ ○

847 双子葉 ナデシコ ナガバツメクサ

848 双子葉 ナデシコ コハコベ ○

849 双子葉 ナデシコ イヌコハコベ ○

850 双子葉 ナデシコ エゾオオヤマハコベ ○

851 双子葉 ナデシコ ノミノコブスマ ○

852 双子葉 ヒユ ムラサキイノコヅチ ○

853 双子葉 ヒユ ホソバツルノゲイトウ ○

854 双子葉 ヒユ ツルノゲイトウ ○

855 双子葉 ヒユ ヒメシロビユ ○

856 双子葉 ヒユ ヒメアオゲイトウ ○

857 双子葉 ヒユ イヌビユ

858 双子葉 ヒユ ハイビユ ○

859 双子葉 ヒユ ホソアオゲイトウ ○

860 双子葉 ヒユ オオホナガアオゲイトウ ○

861 双子葉 ヒユ ホナガアオゲイトウ ○

862 双子葉 ヒユ アオゲイトウ ○

863 双子葉 ヒユ ハリビユ ○

864 双子葉 ヒユ ヒユ ○

865 双子葉 ヒユ ホナガイヌビユ ○

866 双子葉 ヒユ ホコガタアカザ ○ 総合

867 双子葉 ヒユ ホウキギ

868 双子葉 ヒユ ノゲイトウ ○

869 双子葉 ヒユ ケイトウ

870 双子葉 ヒユ ヤリゲイトウ ○

871 双子葉 ヒユ アカザ ○

872 双子葉 ヒユ コアカザ ○

873 双子葉 ヒユ ウラジロアカザ ○

874 双子葉 ヒユ ヒメハマアカザ

875 双子葉 ヒユ ミナトアカザ ○

876 双子葉 ヒユ ホソバアカザ ○ 逸出個体群もある

877 双子葉 ヒユ ハヤザキアカザ ○

878 双子葉 ヒユ アリタソウ ○

879 双子葉 ヒユ ケアリタソウ ○

880 双子葉 ヒユ ゴウシュウアリタソウ ○

881 双子葉 ヒユ センニチノゲイトウ ○

882 双子葉 ヒユ アメリカセンニチコウ ○

883 双子葉 ヒユ ハリヒジキ ○

884 双子葉 ヒユ マツナ ○ ハマグリの稚貝の輸入と共に移入した個体群

885 双子葉 ハマミズナ バクヤギク ○ 重点

886 双子葉 ハマミズナ レイコウ ○

887 双子葉 ハマミズナ マツバギク ○

888 双子葉 ハマミズナ ハナヅルソウ ○

889 双子葉 ハマミズナ スベリヒユモドキ ○

890 双子葉 ヤマゴボウ ヤマゴボウ ○

891 双子葉 ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ ○

892 双子葉 ヤマゴボウ ジュズサンゴ 総合

893 双子葉 オシロイバナ タチナハカノコソウ ○

894 双子葉 オシロイバナ オシロイバナ ○

895 双子葉 ザクロソウ クルマバザクロソウ ○

896 双子葉 ザクロソウ タチクルマバザクロソウ

897 双子葉 ツルムラサキ ツルムラサキ ○ 総合

898 双子葉 ハゼラン ハゼラン ○

899 双子葉 スベリヒユ ヒメマツバボタン ○ 重点

900 双子葉 スベリヒユ ハナスベリヒユ ○

901 双子葉 サボテン ウチワサボテン ○ 重点

902 双子葉 ミズキ サンシュユ

903 双子葉 アジサイ アジサイ ○

904 双子葉 アジサイ ガクアジサイ ○

905 双子葉 アジサイ ガクアジサイ×ヤマアジサイ

906 双子葉 ツリフネソウ キツリフネ ○ 逸出個体群もある

907 双子葉 ツリフネソウ アフリカホウセンカ ○ 重点

908 双子葉 ハナシノブ シバザクラ ○

909 双子葉 モッコク ハマヒサカキ ○ 逸出個体群もある

910 双子葉 モッコク モッコク ○ 在来個体群があるかもしれない
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No. 大分類群 科名 和名 備考

表－１ 外来種リスト（暫定版）【植物】（その５） 

※表中の灰色枠は本調査において生息生育情報等を収集・整理し、1 種 1 頁の解説文を作成または加筆修正した種を示す。 
注1： 科の配列は原則としてAPG分類系（APGⅢ）に従った。科内の種の配列は学名のアルファベット順とした。また、動物で表記されている目名と属名は省略し、それに代えてAPG分類系による大分類群を併記した。

注2： APG分類系大分類群　小葉：小葉植物、シダ：大葉シダ植物、裸子：裸子植物、原始被子：原始被子植物、単子葉：単子葉類、双子葉：真正双子葉類。

注3： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注4： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。あるいは移入個体群が国内由来か国外由来か不明なものである。
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移入の 他指定

区分 区分

1121 双子葉 シソ ニンジンボク ○

1122 双子葉 オオバコ ハビコリハコベ ○ ○ 重点

1123 双子葉 キリ キリ ○

1124 双子葉 ハマウツボ ヒサウチソウ ○

1125 双子葉 ハマウツボ ヤセウツボ ○

1126 双子葉 ハマウツボ キバナヤセウツボ ○

1127 双子葉 ハマウツボ セイヨウヒキヨモギ ○

1128 双子葉 モチノキ セイヨウヒイラギ ○

1129 双子葉 モチノキ タラヨウ ○

1130 双子葉 モチノキ クロガネモチ ○ 在来個体群もある

1131 双子葉 モチノキ マルバタラヨウ ○ モチノキ×タラヨウ

1132 双子葉 キキョウ トウシャジン ○

1133 双子葉 キキョウ ホタルブクロ白花型 ○

1134 双子葉 キキョウ シロバナホタルブクロ

1135 双子葉 キキョウ イソトマ

1136 双子葉 キキョウ ベニバナサワギキョウ ○

1137 双子葉 キキョウ ロベリアソウ ○

1138 双子葉 キキョウ ヒナキキョウソウ ○

1139 双子葉 キキョウ キキョウソウ ○

1140 双子葉 キキョウ ヒメダンダンギキョウ ヒナキキョウソウ

1141 双子葉 キキョウ ダンダンギキョウ キキョウソウ

1142 双子葉 ミツガシワ ミツガシワ ○ 在来個体群は絶滅

1143 双子葉 ミツガシワ アサザ ○ 在来個体群もある

1144 双子葉 キク セイヨウノコギリソウ ○

1145 双子葉 キク アカバナセイヨウノコギリソウ

1146 双子葉 キク マルバフジバカマ ○ 総合

1147 双子葉 キク カッコウアザミ 総合

1148 双子葉 キク ブタクサ ○

1149 双子葉 キク ブタクサモドキ ○

1150 双子葉 キク オオブタクサ ○ 重点 ○

1151 双子葉 キク マルバクワモドキ ○ 重点

1152 双子葉 キク キゾメカミツレ ○

1153 双子葉 キク カミツレモドキ ○

1154 双子葉 キク ゴボウ ○

1155 双子葉 キク ワタゲツルハナグルマ ○ 総合

1156 双子葉 キク モクシュンギク ○

1157 双子葉 キク クソニンジン ○

1158 双子葉 キク カワラニンジン ○

1159 双子葉 キク ニシヨモギ ○

1160 双子葉 キク ヨモギナ ○

1161 双子葉 キク ヒメヨモギ ○ 在来個体群もある

1162 双子葉 キク ヤブヨモギ

1163 双子葉 キク イワヨモギ

1164 双子葉 キク シオン ○

1165 双子葉 キク キダチコンギク ○

1166 双子葉 キク ホウキギク ○

1167 双子葉 キク オオホウキギク ○

1168 双子葉 キク ヒロハホウキギク ○

1169 双子葉 キク キンバイタウコギ ○

1170 双子葉 キク コバノセンダングサ ○

1171 双子葉 キク アメリカセンダングサ ○ 総合

1172 双子葉 キク オオアメリカセンダングサ

1173 双子葉 キク キクザキセンダングサ ○

1174 双子葉 キク コセンダングサ ○

1175 双子葉 キク コシロノセンダングサ ○

1176 双子葉 キク オオバナノセンダングサ ○ 総合

1177 双子葉 キク タチアワユキセンダングサ ○ 総合 ○

1178 双子葉 キク ハイアワユキセンダングサ ○ 総合

1179 双子葉 キク オワリセンダングサ ○

1180 双子葉 キク アメリカギク ○

1181 双子葉 キク ヒメキンセンカ ○

1182 双子葉 キク ポンポンアザミ ○ ○

1183 双子葉 キク シロバナヒレアザミ ○

1184 双子葉 キク ヒメヒレアザミ ○

1185 双子葉 キク イヌヒレアザミ ○

1186 双子葉 キク ベニバナ ○

1187 双子葉 キク ヤグルマギク ○

1188 双子葉 キク ローマカミツレ ○

1189 双子葉 キク エダウチニガナ ○

1190 双子葉 キク キクタニギク ○ 県内のものは移入
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移入の 他指定

区分 区分

1051 双子葉 アゼナ ハナウリクサ ○

1052 双子葉 ゴマ ゴマ ○

1053 双子葉 キツネノマゴ ナガバハアザミ ○

1054 双子葉 キツネノマゴ ヤナギバルイラソウ ○ 総合

1055 双子葉 キツネノマゴ イセハナビ ○

1056 双子葉 ノウゼンカズラ ノウゼンカズラ ○

1057 双子葉 ノウゼンカズラ アメリカノウゼンカズラ ○

1058 双子葉 ノウゼンカズラ アメリカキササゲ ○

1059 双子葉 ノウゼンカズラ トウキササゲ ○

1060 双子葉 ノウゼンカズラ キササゲ ○

1061 双子葉 ノウゼンカズラ ハナキササゲ ○

1062 双子葉 タヌキモ ムシトリスミレ ○

1063 双子葉 タヌキモ オオバナイトタヌキモ ○ 重点

1064 双子葉 タヌキモ アメリカコトリミミカキグサ ○

1065 双子葉 タヌキモ エフクレタヌキモ ○ 重点

1066 双子葉 クマツヅラ シチヘンゲ ○ 重点 ○ ランタナ

1067 双子葉 クマツヅラ コバノランタナ ○

1068 双子葉 クマツヅラ ヒメイワダレソウ ○ 重点

1069 双子葉 クマツヅラ ヤナギハナガサ ○ 総合

1070 双子葉 クマツヅラ アレチハナガサ ○ 総合

1071 双子葉 クマツヅラ シュッコンバーベナ ○

1072 双子葉 クマツヅラ ヒメビジョザクラ ○

1073 双子葉 クマツヅラ ヒメアレチハナガサ ○ 総合

1074 双子葉 クマツヅラ ダキバアレチハナガサ ○ 総合 ﾔﾅｷﾞﾊﾅｶﾞｻ×ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ

1075 双子葉 シソ セイヨウジュウニヒトエ ○

1076 双子葉 シソ コムラサキ ○ 在来個体群もある

1077 双子葉 シソ ダンギク ○

1078 双子葉 シソ ボタンクサギ ○

1079 双子葉 シソ ハナトウバナ ○

1080 双子葉 シソ セイヨウナギナタコウジュ

1081 双子葉 シソ ニシキコウジュ ○

1082 双子葉 シソ キバナオドリコソウ ○

1083 双子葉 シソ キレハヒメオドリコソウ ○

1084 双子葉 シソ ヒメオドリコソウ ○

1085 双子葉 シソ シロバナヒメオドリコソウ ○

1086 双子葉 シソ ニガハッカ ○

1087 双子葉 シソ コウスイハッカ ○

1088 双子葉 シソ ヨウシュハッカ ○

1089 双子葉 シソ ナガバハッカ ○

1090 双子葉 シソ メグサハッカ ○

1091 双子葉 シソ ミドリハッカ ○

1092 双子葉 シソ オランダ・ミドリハッカ中間型

1093 双子葉 シソ オランダハッカ ○

1094 双子葉 シソ マルバハッカ ○

1095 双子葉 シソ アメリカハッカ ○

1096 双子葉 シソ コショウハッカ ○

1097 双子葉 シソ マルバハッカ×コショウハッカ

1098 双子葉 シソ ナガバハッカ　×？

1099 双子葉 シソ アメリカ・コショウハッカ中間型

1100 双子葉 シソ エンペラーミント ○

1101 双子葉 シソ イヌハッカ ○

1102 双子葉 シソ ハナハッカ ○

1103 双子葉 シソ エゴマ

1104 双子葉 シソ シソ

1105 双子葉 シソ チリメンジソ

1106 双子葉 シソ アカジソ

1107 双子葉 シソ アオジソ

1108 双子葉 シソ トラノオジソ ○

1109 双子葉 シソ ハナトラノオ ○

1110 双子葉 シソ セイヨウウツボグサ ○

1111 双子葉 シソ ベニバナサルビア ○

1112 双子葉 シソ ホワイトテキサスセージ ○

1113 双子葉 シソ コバノタツナミ ○ 逸出個体群もある

1114 双子葉 シソ ブラジリアンセージ

1115 双子葉 シソ ソライロサルビア

1116 双子葉 シソ シロバナコバノタツナミ ○ 在来個体群もある

1117 双子葉 シソ エゾナミキ ○

1118 双子葉 シソ ヤブチョロギ ○

1119 双子葉 シソ ヨウシュイブキジャコウソウ ○

1120 双子葉 シソ カリガネソウ ○ 逸出個体群もある
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表－１ 外来種リスト（暫定版）【植物】（その６） 

※表中の灰色枠は本調査において生息生育情報等を収集・整理し、1 種 1 頁の解説文を作成または加筆修正した種を示す。 
注1： 科の配列は原則としてAPG分類系（APGⅢ）に従った。科内の種の配列は学名のアルファベット順とした。また、動物で表記されている目名と属名は省略し、それに代えてAPG分類系による大分類群を併記した。

注2： APG分類系大分類群　小葉：小葉植物、シダ：大葉シダ植物、裸子：裸子植物、原始被子：原始被子植物、単子葉：単子葉類、双子葉：真正双子葉類。

注3： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注4： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。あるいは移入個体群が国内由来か国外由来か不明なものである。

移入の 他指定

区分 区分

1191 双子葉 キク ハナイソギク イソギク×イエギク（栽培種）

1192 双子葉 キク キクニガナ ○

1193 双子葉 キク モリアザミ ○ 在来個体群は絶滅

1194 双子葉 キク タカアザミ ○

1195 双子葉 キク シロバナタカアザミ ○ 逸出個体群もある

1196 双子葉 キク ハナアザミ

1197 双子葉 キク アメリカオニアザミ ○ 総合

1198 双子葉 キク アレチノギク ○

1199 双子葉 キク ヒメムカシヨモギ ○

1200 双子葉 キク イズハハコ

1201 双子葉 キク ケナシヒメムカシヨモギ ○ 総合

1202 双子葉 キク オオアレチノギク ○ ○

1203 双子葉 キク ヒメムカシヨモギ×ケナシヒメムカシヨモギ

1204 双子葉 キク ホソバハルシャギク ○

1205 双子葉 キク オオキンケイギク ○ ○ 緊急 ○

1206 双子葉 キク ハルシャギク ○ 総合

1207 双子葉 キク コスモス ○

1208 双子葉 キク キバナコスモス ○

1209 双子葉 キク マメカミツレ ○

1210 双子葉 キク ベニバナボロギク ○

1211 双子葉 キク セイヨウニガナ ○

1212 双子葉 キク アレチニガナ ○

1213 双子葉 キク ヤネタビラコ ○

1214 双子葉 キク アメリカタカサブロウ ○

1215 双子葉 キク アイノコタカサブロウ ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ×ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ

1216 双子葉 キク ダンドボロギク ○

1217 双子葉 キク ヒメジョオン ○ 総合 ○

1218 双子葉 キク ボウズヒメジョオン ○

1219 双子葉 キク ペラペラヨメナ ○ 総合

1220 双子葉 キク ハルジオン ○ ○

1221 双子葉 キク ボウズハルジオン

1222 双子葉 キク ヤナギバヒメジョオン ○

1223 双子葉 キク ヘラバヒメジョオン ○

1224 双子葉 キク フジバカマ ○ 逸出個体群もある

1225 双子葉 キク オオテンニンギク ○

1226 双子葉 キク テンニンギク ○

1227 双子葉 キク テンニンギク

1228 双子葉 キク コゴメギク ○

1229 双子葉 キク ハキダメギク ○

1230 双子葉 キク キヅキチチコグサ ○

1231 双子葉 キク ホソバノチチコグサモドキ

1232 双子葉 キク ホソバノチチコグサモドキ（タチチコグサ） ○

1233 双子葉 キク ウラジロチチコグサ ○

1234 双子葉 キク チチコグサモドキ ○

1235 双子葉 キク ウスベニチチコグサ ○

1236 双子葉 キク クンショウギク ○ 園芸名ガザニア

1237 双子葉 キク ミズヒマワリ ○ ○ 緊急

1238 双子葉 キク ダンゴギク ○

1239 双子葉 キク マツバハルシャギク ○

1240 双子葉 キク ヒマワリ

1241 双子葉 キク シロタエヒマワリ ○

1242 双子葉 キク ヒメヒマワリ ○

1243 双子葉 キク キクイモ ○

1244 双子葉 キク キクイモモドキ ○

1245 双子葉 キク ウズラバタンポポ ○

1246 双子葉 キク ヒメブタナ ○ 別名ケナシブタナ

1247 双子葉 キク ブタナ ○

1248 双子葉 キク トゲチシャ ○

1249 双子葉 キク マルバトゲチシャ ○

1250 双子葉 キク フランスギク ○ 総合

1251 双子葉 キク ノースポールギク ○

1252 双子葉 キク カミツレ ○

1253 双子葉 キク メランポジウム

1254 双子葉 キク コウリンタンポポ ○ 総合

1255 双子葉 キク ハイコウリンタンポポ ○

1256 双子葉 キク セイタカハハコグサ ○

1257 双子葉 キク シュウブンソウ ○ 逸出個体群もある

1258 双子葉 キク テンニンギクモドキ ○

1259 双子葉 キク アラゲハンゴンソウ ○ 総合

1260 双子葉 キク オオハンゴンソウ ○ ○ 緊急
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移入の 他指定

区分 区分

1261 双子葉 キク ハナガサギク ○

1262 双子葉 キク ナルトサワギク ○ ○ 緊急

1263 双子葉 キク ノボロギク ○

1264 双子葉 キク オオアザミ ○

1265 双子葉 キク セイタカアワダチソウ ○ 重点 ○

1266 双子葉 キク カナダアキノキリンソウ ○

1267 双子葉 キク オオアワダチソウ ○ 重点 ○

1268 双子葉 キク イガトキンソウ

1269 双子葉 キク シマトキンソウ ○

1270 双子葉 キク メリケントキンソウ ○

1271 双子葉 キク コケトキンソウ ○ コケカミツレ

1272 双子葉 キク オニノゲシ ○

1273 双子葉 キク アイノゲシ

1274 双子葉 キク タイワンハチジョウナ

1275 双子葉 キク フシザキソウ ○

1276 双子葉 キク シオザキソウ ○

1277 双子葉 キク コウオウソウ ○ フレンチマリーゴールド

1278 双子葉 キク ヨモギギク ○

1279 双子葉 キク アカミタンポポ ○ 重点 ○

1280 双子葉 キク セイヨウタンポポ ○ 重点 ○ ほとんどが雑種性

1281 双子葉 キク エゾタンポポ ○ 逸出個体群もある

1282 双子葉 キク アイノコアカミタンポポ 重点

1283 双子葉 キク アイノコセイヨウタンポポ 重点

1284 双子葉 キク カラクサシュンギク ○

1285 双子葉 キク バラモンジン ○

1286 双子葉 キク キバナムギナデシコ ○

1287 双子葉 キク イヌカミツレ ○

1288 双子葉 キク ハネミギク ○

1289 双子葉 キク オオオナモミ ○ 総合 ○

1290 双子葉 キク イガオナモミ ○

1291 双子葉 キク アイオナモミ オオオナモミ×オナモミ

1292 双子葉 キク イガオナモミ×オオオナモミ ○

1293 双子葉 キク オオオナモミ×イガオナモミ オオオナモミ×イガオナモミ

1294 双子葉 キク ムギワラギク ○

1295 双子葉 キク ヒャクニチソウ ○

1296 双子葉 ガマズミ ハクサンボク ○ 在来個体群もある

1297 双子葉 ガマズミ サンゴジュ ○

1298 双子葉 ガマズミ ミヤマハクサンボク

1299 双子葉 スイカズラ ウスベニカノコソウ ○

1300 双子葉 スイカズラ オトコオミナエシ ○

1301 双子葉 スイカズラ タカネマツムシソウ ○ ○ 真の高山性のタカネマツムシソウではない

1302 双子葉 スイカズラ ノヂシャ ○

1303 双子葉 スイカズラ ハコネウツギ ○

1304 双子葉 スイカズラ ニシキウツギ ○

1305 双子葉 スイカズラ ベニバナニシキウツギ ○

1306 双子葉 スイカズラ タニウツギ ○ 逸出個体群もある

1307 双子葉 トベラ トベラ ○ 逸出個体群もある

1308 双子葉 ウコギ ヒメウコギ ○

1309 双子葉 ウコギ セイヨウキヅタ ○

1310 双子葉 ウコギ ウチワゼニクサ ○ 重点 タテバチドメグサ

1311 双子葉 ウコギ カミヤツデ ○ 総合

1312 双子葉 セリ アシタバ ○ 逸出個体群もある

1313 双子葉 セリ ノハラジャク ○

1314 双子葉 セリ セロリ

1315 双子葉 セリ ドクニンジン ○ 総合

1316 双子葉 セリ コエンドロ ○

1317 双子葉 セリ マツバゼリ ○

1318 双子葉 セリ ノラニンジン ○

1319 双子葉 セリ ウイキョウ ○

1320 双子葉 セリ ハナカザリゼリ ○

合計（種数等） 150科 1320種 929 199 13 12 164 26 5
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表－１ 外来種リスト（暫定版）【植物】（その７） 

※表中の灰色枠は本調査において生息生育情報等を収集・整理し、1 種 1 頁の解説文を作成または加筆修正した種を示す。 
注1： 科の配列は原則としてAPG分類系（APGⅢ）に従った。科内の種の配列は学名のアルファベット順とした。また、動物で表記されている目名と属名は省略し、それに代えてAPG分類系による大分類群を併記した。

注2： APG分類系大分類群　小葉：小葉植物、シダ：大葉シダ植物、裸子：裸子植物、原始被子：原始被子植物、単子葉：単子葉類、双子葉：真正双子葉類。

注3： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注4： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。あるいは移入個体群が国内由来か国外由来か不明なものである。
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（２）外来種リスト（暫定版）【動物】 

 

 

 

 

表－２ 外来種リスト（暫定版）【動物】（その１） 

移入の 確認区画 他指定

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 区分

1 哺乳類 齧歯目 ネズミ ハツカネズミ ハツカネズミ（外来個体群） Mus musculus Linnaeus, 1758 ○ * * 2 重点 ○ 在来個体群は広く生息する （注3）

2 哺乳類 齧歯目 ネズミ クマネズミ クマネズミ Rattus rattus (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17 緊急 ○ 都市部以外は在来個体群？ （注4）

3 哺乳類 齧歯目 ネズミ クマネズミ ドブネズミ Rattus norvegicus  (Berkenhout, 1769) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17 重点 都市部以外は在来個体群？ （注4）

4 哺乳類 齧歯目 ヌートリア ヌートリア ヌートリア Myocastor coypus  (Molina, 1810) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16 ○ 緊急 ○ ○

5 哺乳類 ウサギ ウサギ アナウサギ アナウサギ Oryctolagus cuniculus  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2 重点 ○ ○

6 哺乳類 鯨偶蹄目 イノシシ イノシシ 交雑イノシシ（イノブタ） Sus scrofa Linnaeus, 1758 (原種名) ○ ● ● ● 3 重点 ○ ○ 自然雑種

7 哺乳類 食肉目 イタチ イタチ フェレット Mustela putorius furo  Linnaeus, 1758 ○ ● 1 予防

8 哺乳類 食肉目 イタチ イタチ シベリアイタチ Mustela sibirica  Pallas, 1773 ○ ● ● ● ● ● 5 ○

9 哺乳類 食肉目 アライグマ キンカジュー キンカジュー Potos flavus  (Schreber, 1774) ○ ● 1

10 哺乳類 食肉目 アライグマ アライグマ アライグマ Procyon lotor  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17 ○ 緊急 ○

11 哺乳類 食肉目 イヌ イヌ ノイヌ Canis lupus familiaris  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● 5 重点

12 哺乳類 食肉目 ネコ ネコ ノネコ Felis silvestris catus  (Linnnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● 4 緊急 ○ ○

13 哺乳類 食肉目 ジャコウネコ ハクビシン ハクビシン Paguma larvata  (Smith, 1904) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14 ○ 重点

14 哺乳類 食肉目 スカンク スカンク科の1種 Family Mephitidae  sp. ○ ● 1

15 哺乳類 食肉目 スカンク スカンク セジロスカンク Mephitis macroura  Lichtenstein, 1832 ○ ● 1

16 哺乳類 ハリネズミ目 ハリネズミ ハリネズミ アムールハリネズミ Erinaceus amurensis  (Schrenk, 1858) ○ ● 1 ○ 重点

17 鳥類 フラミンゴ フラミンゴ フラミンゴ チリーフラミンゴ Phoenicopterus chilensis Molina, 1782 ○ ● 1

18 鳥類 フラミンゴ フラミンゴ フラミンゴ フラミンゴ属の1種 Phoenicopterus sp. ○ ● ● 2

19 鳥類 キジ キジ コジュケイ コジュケイ Bambusicola thoracicus  (temminck, 1815) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

20 鳥類 キジ キジ Colinus コリンウズラ Colinus virginianus Linnaeus,1758 ○ ● 1 総合

21 鳥類 カモ カモ マガモ アヒル（マガモ） Anas platyrhynchos  (Linnaeus, 1758) (原種名) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 8

22 鳥類 カモ カモ Cainina バリケン（ノバリケン） Cainina moschata  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2

23 鳥類 カモ カモ ハクチョウ コブハクチョウ Cygnus olor  (Gmelin, 1789) ○ ● ● ● ● 4 ○ 総合

24 鳥類 ハト ハト カワラバト ドバト（カワラバト） Columba livia  Gmelin, 1789  (原種名) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17 ○

25 鳥類 ハト ハト チョウショウバト ウスユキバト Geopelia cuneata   (学名不詳) ○ ● 1

26 鳥類 コウノトリ コウノトリ コウノトリ コウノトリ（国内放鳥個体） Ciconia boyciana Swinhoe, 1873 ○ ● ● ● ● ● 5

27 鳥類 ツル ツル カンムルヅル ホオジロカンムリヅル Balearica regulorum  (Benett, 1834) ○ ● ● ● 3

28 鳥類 チドリ セイタカシギ セイタカシギ クロエリセイタカシギ Himantopus himantopus mexicanus  (Müller, 1776) ○ ● 1 総合

29 鳥類 インコ オウム オカメインコ オカメインコ Nymphicus hollandicus  Kerr, 1792 ○ ● ● 2

30 鳥類 インコ インコ セキセイインコ セキセイインコ Melopsittacus undulatuc  (Shaw, 1805) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

31 鳥類 インコ インコ ダルマインコ ワカケホンセイインコ Psittacula krameri manillensis  (Bechstein, 1800) ○ ● ● ● ● 4 総合

32 鳥類 タカ コンドル ヒメコンドル ヒメコンドル Cathartes aura  (Linnaeus, 1758) ○ ● 1

33 鳥類 スズメ チメドリ ガビチョウ ガビチョウ Garrulax canorus （Linnaeus,1758） ○ ● ● ● 3 ○ 重点 ○

34 鳥類 スズメ チメドリ ソウシチョウ ソウシチョウ Leiothrix lutea  (Scopoli, 1786) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11 ○ 重点 ○

35 鳥類 スズメ ムクドリ Lamprotomis ツキノワテリムクドリ Lamprotomis superbus  Rüppell, 1845 ○ ● 1

36 鳥類 スズメ ハタオリドリ キンランチョウ キンランチョウ Euplectes franciscanus  (Isert, 1789) ○ ● 1

37 鳥類 スズメ アトリ ヒワ ゴシキヒワ Carduelis carduelis  (Linnaeus, 1758) ○ ● 1

38 鳥類 スズメ カエデチョウ ベニスズメ ベニスズメ Amandava amandava  (Linnaeus,1758) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 8

39 鳥類 スズメ カエデチョウ キンパラ キンパラ Lonchura atricapilla (Vieillot, 1807) ○ ● ● 2

40 鳥類 スズメ カエデチョウ キンパラ ギンパラ Lonchura malacca  (Linnaeus, 1766) ○ ● ● 2

41 鳥類 スズメ カエデチョウ キンパラ ブンチョウ Lonchura oryzivora (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2

42 爬虫類 カメ イシガメ イシガメ クサガメ Mauremys reevesii  (Gray, 1831) ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15 在来か移入か判別困難　（注5）

43 爬虫類 カメ イシガメ ニホンイシガメ×クサガメ ● ● ● ● ● ● 6 自然雑種

44 爬虫類 カメ イシガメ ハナガメ×ニホンイシガメ ● 1 ○ 自然雑種

45 爬虫類 カメ イシガメ ハナガメ×クサガメ ● 1 ○ 自然雑種

46 爬虫類 カメ イシガメ イシガメ ハナガメ Mauremys sinensis (Gray, 1834) ○ ● 1 ○ 予防

47 爬虫類 カメ イシガメ イシガメ ミナミイシガメ Mauremys mutica mutica  (Cantor, 1842) ○ ● 1 総合

48 爬虫類 カメ イシガメ イシガメ ヤエヤマイシガメ Mauremys mutica kami Yasukawa, Ota et Iverson, 1996 ○ ● 1 重点

49 爬虫類 カメ イシガメ イシガメ ギリシャイシガメ Mauremys rivulata ○ ● 1

50 爬虫類 カメ カミツキガメ カミツキガメ カミツキガメ Chelydra serpentina  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 ○ 緊急 ○

注1： 表中の赤文字は本調査での追加情報を示す。表中の青文字は平成28～30年度調査での追加情報を示す。●は該当する区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。◎は該当する広域区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。

注2： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注3： *はハツカネズミ外来個体群の確認記録があったとされる「名古屋港のコンテナ置き場」を示す（名古屋市港区の「船見埠頭」、飛島村の「飛島埠頭」、弥富市の「鍋田埠頭」があるが、どのコンテナ置き場で捕獲された個体であるのか判然としないため、該当する全ての区画に*を付した）。

注4： 確認区画はドブネズミ、クマネズミを区別せず表記した。

注5： 移入個体が国内由来か国外由来かについては、現段階では明らかになっていない。

注6： 亜種チュウゴクスッポンは「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（外来種リスト）において「その他の総合対策外来種」に指定されている。

注7： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。
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表－２ 外来種リスト（暫定版）【動物】（その２） 

移入の 確認区画 他指定

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 区分

51 爬虫類 カメ カミツキガメ カミツキガメ ワニガメ Macrochelys temminckii  (Troost, 1835) ○ ● ● ● ● ● ● 6 ○ 予防

52 爬虫類 カメ スッポン アメリカスッポン トゲスッポン Apalone spinifera  (Linnaeus, 1827) ○ ● 1 予防

53 爬虫類 カメ スッポン スッポン ニホンスッポン Pelodiscus sinensis (Wiegmann, 1835) ？ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15 在来か移入か判別困難 （注5,6）

54 爬虫類 カメ スッポンモドキ スッポンモドキ ブタバナガメ（スッポンモドキ） Carettochelys insculpta Ramsay, 1886 ○ ● 1

55 爬虫類 カメ ヌマガメ アカミミガメ キバラガメ Trachemys scripta scripta  (Schoepff, 1792) ○ ● ● ● 3

56 爬虫類 カメ ヌマガメ アカミミガメ ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans  (Wied-Neuwied, 1839) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15 ○ 緊急 ○ ○

57 爬虫類 カメ ヌマガメ クーターガメ リバークーター Pseudemys concinna  (LeConte, 1830) ○ ● ● ● 3 予防

58 爬虫類 カメ ヌマガメ クーターガメ フロリダアカハラガメ Pseudemys nelsoni  (Carr, 1938) ○ ● 1 予防

59 爬虫類 カメ ヌマガメ クーターガメ ペニンシュラクーター Pseudemys peninsularis Carr, 1938 ○ ● 1 予防

60 爬虫類 カメ ヌマガメ チズガメ キタクロコブチズガメ Graptemys nigrinoda nigrinoda ○ ● 1

61 爬虫類 カメ ヌマガメ チズガメ ウオシタチズガメ Graptemys ouachitensis ouachitensis ○ ● 1

62 爬虫類 カメ ヌマガメ チズガメ チズガメ属の1種 Graptemys  sp. ○ ● 1

63 爬虫類 カメ ドロガメ ドロガメ トウブドロガメ Kinosternon subrubrum  (Lacépède, 1788) ○ ● 1

64 爬虫類 カメ ドロガメ ニオイガメ カブトニオイガメ Sternotherus carinatus  (Gray, 1856) ○ ● ● ● 3

65 爬虫類 カメ ドロガメ ニオイガメ ミシシッピニオイガメ Sternotherus odoratus (Latreille, 1801) ○ ● 1

66 爬虫類 カメ ヘビクビガメ オオナガクビガメ チリメンナガクビガメ Macrochelodina rugosa  (Ogilby, 1890) ○ ● 1

67 両生類 無尾 アカガエル アメリカアカガエル ウシガエル Lithobates catesbeianus  (Shaw, 1802) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15 ○ 重点 ○ ○

68 魚類 ガー ガー Lepisosteus スポッテッドガー Lepisosteus oculatus ○ ● ● ● 3 予防

69 魚類 ガー ガー Atractosteus アリゲーターガー Atractosteus spatula  (Lacepeede, 1803) ○ ● ● ● ● ● ● 6 予防

70 魚類 ガー ガー Atractosteus トロピカルガー Atractosteus tropicus  Gill, 1863 ○ ● 1 予防

71 魚類 ポリプテルス ポリプテルス Polypterus ポリプテルス・オルナティピンニス Polypterus ornatipinnis  (Ornate Bichir) ○ ● 1

72 魚類 カダヤシ カダヤシ カダヤシ カダヤシ Gambusia affinis  (Baird & Girard, 1853) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 13 ○ 重点 ○ ○

73 魚類 カラシン セルサラムス Pygocentrus ピラニアナッテリー Pygocentrus nattereri ○ ● 1

74 魚類 キュウリウオ キュウリウオ Hypomesus ワカサギ Hypomesus nipponensis  McAllister, 1963 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 8

75 魚類 コイ コイ コイ コイ Cyprinus carpio Linnaeus, 1758 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17 ○ 在来個体群はおそらく絶滅

76 魚類 コイ コイ アブラボテ アブラボテ Tanakia limbata  (Temminck & Schlegel, 1846) ○ ● ● ● 3

77 魚類 コイ コイ アブラボテ ヤリタナゴ Tanakia lanceolata  (Temminck & Schlegel, 1846) ○ 在来か移入か判別困難

78 魚類 コイ コイ スゴモロコ イトモロコ Squalidus gracilis gracilis  (Temminck & Schlegel, 1846 ) ○ 在来か移入か判別困難

79 魚類 コイ コイ スゴモロコ コウライモロコ Squalidus chankaensis tsuchigae  (Jordan & Hubbs, 1925) ○ 在来か移入か判別困難

80 魚類 コイ コイ スゴモロコ スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae  (Jordan and Snyder, 1900) ○ ● ● ● 3

81 魚類 コイ コイ スゴモロコ デメモロコ Squalidus japonicus japonicus  (Sauvage) ○ 在来か移入か判別困難

82 魚類 コイ コイ ゼゼラ ゼゼラ Biwia zezera  (Ishikawa, 1895) ○ 在来か移入か判別困難

83 魚類 コイ コイ ソウギョ ソウギョ Ctenopharyngodon idellus  (Valenciennes, 1844) ○ ● ● ● ● ● 5 総合 ○

84 魚類 コイ コイ タナゴ カネヒラ Acheilognathus rhombeus  (Temminck & Schlegel, 1846) ○ ● 1

85 魚類 コイ コイ タナゴ シロヒレタビラ Acheilognathus tabira tabira  Jordan and Tompson, 1914 ○ 在来か移入か判別困難

86 魚類 コイ コイ タモロコ ホンモロコ Gnathopogon caerulescens  (Sauvage, 1883) ○ ● ● 2

87 魚類 コイ コイ ハクレン ハクレン Hypophthalmichthys molitrix  (Valenciennes, 1844) ○ ● 1 総合

88 魚類 コイ コイ ハス ハス Opsariichthys uncirostris  (Temminck & Schlegel, 1846) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10 総合

89 魚類 コイ コイ バラタナゴ タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus  (Kner) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14 重点 ○

90 魚類 コイ コイ ヒガイ ビワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus microoculus  Mori, 1927 ○ ● ● ● ● 4

91 魚類 コイ コイ フナ キンギョ Carassius auratus auratus  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2

92 魚類 コイ コイ フナ ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri Temminck & Schlegel, 1846 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

93 魚類 コイ コイ ムギツク ムギツク Pungtungia herzi  Herzenstein, 1892 ○ ● ● 2

94 魚類 コイ ドジョウ カラドジョウ カラドジョウ Paramisgurnus dabryanus ○ ● ● ● ● ● ● 6 ○ 総合

95 魚類 コイ ドジョウ シマドジョウ オオガタスジシマドジョウ Cobitis magnostriata Nakajima ○ ● 1

96 魚類 サケ サケ イワナ アメマス　 Salvelinus leucomaenis  (Pallas, 1814) ○ ● 1

97 魚類 サケ サケ イワナ カワマス Salvelinus fontinalis  (Mitchill, 1814) ○ ● 1 総合

98 魚類 サケ サケ サケ ニジマス Oncorhynchus mykiss  Walbaum, 1792 ○ ● ● ● ● ● ● ● 7 産業 ○ ○

99 魚類 サケ サケ タイセイヨウサケ ブラウントラウト Salmo trutta  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● 3 産業 ○ ○

100 魚類 スズキ オスフロネムス ゴクラクギョ チョウセンブナ Macropodus  sp. ○ ● 1

注1： 表中の赤文字は本調査での追加情報を示す。表中の青文字は平成28～30年度調査での追加情報を示す。●は該当する区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。◎は該当する広域区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。

注2： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注3： *はハツカネズミ外来個体群の確認記録があったとされる「名古屋港のコンテナ置き場」を示す（名古屋市港区の「船見埠頭」、飛島村の「飛島埠頭」、弥富市の「鍋田埠頭」があるが、どのコンテナ置き場で捕獲された個体であるのか判然としないため、該当する全ての区画に*を付した）。

注4： 確認区画はドブネズミ、クマネズミを区別せず表記した。

注5： 移入個体が国内由来か国外由来かについては、現段階では明らかになっていない。

注6： 亜種チュウゴクスッポンは「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（外来種リスト）において「その他の総合対策外来種」に指定されている。

注7： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。
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表－２ 外来種リスト（暫定版）【動物】（その３） 

移入の 確認区画 他指定

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 区分

101 魚類 スズキ カワスズメ Astronotus アストロノータス Astronotus ocellatus  (Agassiz, 1831) ○ ● ● 2

102 魚類 スズキ カワスズメ Oreochromis ナイルティラピア Oreochromis niloticus  (Linnaeus) ○ ● ● ● ● 4 ○ 総合

103 魚類 スズキ ケツギョ オヤニラミ オヤニラミ Coreoperca kawamebari  (Temminck & Schlegel, 1843) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7 ○ 総合

104 魚類 スズキ サンフィッシュ Lepomis ブルーギル Lepomis macrochirus  Rafinesque, 1819 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 13 ○ 緊急 ○

105 魚類 スズキ サンフィッシュ Micropterus オオクチバス Micropterus salmoides  (Lacepede) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16 ○ 緊急 ○ ○

106 魚類 スズキ タイワンドジョウ Channa カムルチー Channa argus  (Cantor, 1842) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14

107 魚類 スズキ ドンコ Micropercops ヨコシマドンコ Micropercops swinhonis ○ ● 1

108 魚類 スズキ ハゼ ヨシノボリ ビワヨシノボリ Rhinogobius biwaensis Takahashi & Okazaki ○ ● 1

109 魚類 タウナギ タウナギ タウナギ タウナギ Monopterus albus  (Zuiew, 1793) ○ ● ● ● ● ● ● 6

110 魚類 ダツ メダカ メダカ メダカ Oryzias latipes  (Temminck et Schlegel, 1846) ○ 在来か移入か判別困難

111 魚類 ダツ メダカ メダカ ヒメダカ Oryzias latipes  (Temminck et Schlegel, 1846) (原種名) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

112 魚類 ナマズ アメリカナマズ アメリカナマズ チャネルキャットフィッシュ Ictalurus punctatus Rafinesque, 1818 ○ ● ● 2 ○ 緊急

113 魚類 ナマズ ギギ ギバチ ギギ Pelteobagrus nudiceps  (Sauvage, 1883) ○ ● ● ● ● 4 総合

114 ホヤ類 マボヤ モルグラ Molgula マンハッタンボヤ Molgula manhattensis (De Kay, 1843) ○ ● ● 2

115 昆虫類 カマキリ カマキリ Hierodula ムネアカハラビロカマキリ Hierodula venosa  (Olivier, 1792) ○ ● ● ● ● ● ● 6

116 昆虫類 バッタ コオロギ Gryllodes カマドコオロギ Gryllodes sigillatus  (Walker, 1869) ○ ● 1

117 昆虫類 バッタ マツムシ Truljalia アオマツムシ Truljalia hibinonis  (Matsumura, 1917) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

118 昆虫類 バッタ ヒバリモドキ Metiochodes ウスグモスズ Metiochodes genji  (Furukawa, 1970) ○ ● ● ● 3

119 昆虫類 バッタ ヒラタツユムシ Phyllomimus タイリククサキリモドキ Phyllomimus klapperichi Beier, 1954 ○ ● 1

120 昆虫類 シロアリ ミゾガシラシロアリ Coptotermes イエシロアリ Coptotermes formosanus  Shiraki, 1905 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 ○ ○

121 昆虫類 ゴキブリ ゴキブリ Periplaneta ワモンゴキブリ Periplaneta americana  (Linnaeus, 1758) ○ ● 1

122 昆虫類 ゴキブリ ゴキブリ Periplaneta コワモンゴキブリ Periplaneta australasiae  (Fabricius, 1775) ○ ● ● 2

123 昆虫類 ゴキブリ ゴキブリ Periplaneta トビイロゴキブリ Periplaneta brunnea  Burmeister, 1838 ○ ● 1

124 昆虫類 ゴキブリ ゴキブリ Periplaneta クロゴキブリ Periplaneta fuliginosa  (Serville, 1839) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 8

125 昆虫類 ゴキブリ チャバネゴキブリ Blattella チャバネゴキブリ Blattella germanica  (Linnaeus, 1767) ○ ● ● ● ● 4 ○

126 昆虫類 ゴキブリ マダラゴキブリ Opisthoplatia サツマゴキブリ Opisthoplatia orientalis  (Burmeister, 1838) ○ ● 1

127 昆虫類 アザミウマ アザミウマ Frankliniella ミカンキイロアザミウマ Frankliniella occidentalis  (Pergande, 1895) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7 ○

128 昆虫類 アザミウマ アザミウマ Thrips ハナアザミウマ Thrips hawaiiensis  (Morgan, 1913) ○ ● ● 2

129 昆虫類 アザミウマ アザミウマ Thrips ミナミキイロアザミウマ Thrips palmi  Karny, 1925 ○ ● ● ● ● ● ● ● 7 ○

130 昆虫類 アザミウマ アザミウマ Thrips グラジオラスアザミウマ Thrips simplex  (Morison, 1930) ○ ● 1

131 昆虫類 アザミウマ アザミウマ Thrips ネギアザミウマ Thrips tabaci  Lindeman, 1888 ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

132 昆虫類 アザミウマ クダアザミウマ Ponticulothrips カキクダアザミウマ Ponticulothrips diospyrosi  Haga et Okajima, 1983 ○ ● ● 2

133 昆虫類 ハサミムシ テブクロハサミムシ Proreus スジハサミムシ Proreus simulans (Stal, 1860) ○ ● ● 2

134 昆虫類 カメムシ アブラムシ Uroleucon セイタカアワダチソウヒゲナガアブラムシ Uroleucon nigrotuberculatum  (Olive, 1963) ○ ● ● ● ● 4

135 昆虫類 カメムシ コナジラミ Aleurocanthus ミカントゲコナジラミ Aleurocanthus spiniferus  (Quaintance, 1903) ○ ● ● ● ● ● ● 6

136 昆虫類 カメムシ コナジラミ Bemisia シルバーリーフコナジラミ Bemisia argentifolii  Bellows et Perring, 1994 ○ ● ● 2 ○

137 昆虫類 カメムシ ワタフキカイガラムシ Icerya イセリアカイガラムシ Icerya purchasi  Maskell, 1878 ○ ● ● ● ● 4

138 昆虫類 カメムシ カタカイガラムシ Ceroplastes ルビーロウムシ Ceroplastes rubens  Maskell, 1892 ○ ● ● ● ● 4

139 昆虫類 カメムシ アメンボ Rhagadotarsus トガリアメンボ Rhagadotarsus kraepelini  Breddin, 1905 ○ ● ● ● ● ● 5

140 昆虫類 カメムシ グンバイムシ Corythucha プラタナスグンバイ Corythucha ciliata  (Say, 1832) ○ ● ● 2

141 昆虫類 カメムシ グンバイムシ Corythucha アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata  (Uhler, 1878) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

142 昆虫類 カメムシ グンバイムシ Dulinius ヘクソカズラグンバイ Dulinius conchatus  Distant, 1903 ○ ● ● ● ● 4

143 昆虫類 カメムシ トコジラミ Cimex トコジラミ Cimex lectularius  Linnaeus, 1758 ○ ● 1

144 昆虫類 カメムシ サシガメ Agriosphodrus ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni  (Signoret, 1862) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11

145 昆虫類 カメムシ ナガカメムシ Pirkimerus コガシラコバネナガカメムシ Pirkimerus japonicus  (Hidaka, 1961) ○ ● 1

146 昆虫類 カメムシ カメムシ Erthesina キマダラカメムシ Erthesina fullo  (Thunberg, 1783) ○ ● 1

147 昆虫類 カメムシ カスミカメムシ Mansoniella クスベニヒラタカスミカメムシ Mansoniella cinnamomi (Zheng et Liu, 1992) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 8

148 昆虫類 カメムシ ヘリカメムシ Leptoglossus マツヘリカメムシ Leptoglossus occidentalis Heidemann, 1910 ○ ● ● 2

149 昆虫類 カメムシ ハゴロモ Ricania オオシラホシハゴロモ Ricania quadrimaculata ○ ● 1

150 昆虫類 カメムシ ハゴロモ Pochazia アミガサハゴロモ近似種 Pochazia sp. ○ ● ● 2

注1： 表中の赤文字は本調査での追加情報を示す。表中の青文字は平成28～30年度調査での追加情報を示す。●は該当する区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。◎は該当する広域区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。

注2： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注3： *はハツカネズミ外来個体群の確認記録があったとされる「名古屋港のコンテナ置き場」を示す（名古屋市港区の「船見埠頭」、飛島村の「飛島埠頭」、弥富市の「鍋田埠頭」があるが、どのコンテナ置き場で捕獲された個体であるのか判然としないため、該当する全ての区画に*を付した）。

注4： 確認区画はドブネズミ、クマネズミを区別せず表記した。

注5： 移入個体が国内由来か国外由来かについては、現段階では明らかになっていない。

注6： 亜種チュウゴクスッポンは「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（外来種リスト）において「その他の総合対策外来種」に指定されている。

注7： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。
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表－２ 外来種リスト（暫定版）【動物】（その４） 

移入の 確認区画 他指定

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 区分

151 昆虫類 カメムシ アオバハゴロモ Salurnis ヘリチャハゴロモ(仮) Salurnis marginella (Guérin-Méneville, 1829) ○ ● 1

152 昆虫類 カメムシ セミ Platylomia タケオオツクツク Platylomia pieli Kato, 1938 ○ ● 1

153 昆虫類 コウチュウ オサムシ Lebia コルリアトキリゴミムシ Lebia viridis  Say, 1823 ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

154 昆虫類 コウチュウ エンマムシ Carcinops クロチビエンマムシ Carcinops pumilio  (Erichson, 1834) ○ ● ● ● 3

155 昆虫類 コウチュウ コガネムシ Chalcosoma アトラスオオカブト Chalcosoma atlas  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2 予防

156 昆虫類 コウチュウ クワガタムシ Dorcus ホーペオオクワガタ Dorcus hopei  (Saunders, 1854) ○ ● 1 ○ 予防

157 昆虫類 コウチュウ クワガタムシ Dorcus オオヒラタクワガタ Dorcus titanus titanus (Boisduval, 1835) ○ ● 1 ○ 予防

158 昆虫類 コウチュウ クワガタムシ Dorcus ダイオウヒラタクワガタ Dorcus bucephalus (Perty, 1831) ○ ● 1 ○ 予防

159 昆虫類 コウチュウ クワガタムシ Dorcus オオクワガタ属の一種 Dorcus sp. ○ ● ● ● 3 ○ 予防

160 昆虫類 コウチュウ クワガタムシ Prosopocoilus ギラファノコギリクワガタ Prosopocoilus giraffa (Olivier, 1789) ○ ● 1 ○ 予防

161 昆虫類 コウチュウ クワガタムシ Odontolabis ツヤクワガタ属の一種 Odontolabis sp. ○ ● 1 ○ 予防

162 昆虫類 コウチュウ クワガタムシ Allotopus オウゴンオニクワガタ Allotopus rosenbergi (Vollenhoven, 1872) ○ ● 1 ○ 予防

163 昆虫類 コウチュウ タマムシ Coraebus サビナカボソタマムシ Coraebus ishiharai  Y. Kurosawa, 1953 ○ ● 1

164 昆虫類 コウチュウ ホタル Luciola ゲンジボタル Luciola cruciate  Motschulsky, 1854 ○ - 在来か移入か判別困難

165 昆虫類 コウチュウ カツオブシムシ Anthrenus シロオビマルカツオブシムシ Anthrenus nipponensis  Kalik et N.Ohbayashi, 1985 ○ ● ● 2

166 昆虫類 コウチュウ カツオブシムシ Attagenus ヒメカツオブシムシ Attagenus japonicus  Reitter, 1877 ○ ● ● ● ● ● ● 6

167 昆虫類 コウチュウ カツオブシムシ Attagenus シラホシヒメカツオブシムシ Attagenus pellio  (Linnaeus, 1758) ○ ● 1

168 昆虫類 コウチュウ カツオブシムシ Dermestes トビカツオブシムシ Dermestes ater  DeGeer, 1774 ○ ● ● ● ● ● ● 6

169 昆虫類 コウチュウ カツオブシムシ Dermestes カドマルカツオブシムシ Dermestes haemorrhodalis  Küster, 1852 ○ ● ● ● ● 4

170 昆虫類 コウチュウ カツオブシムシ Dermestes ハラジロカツオブシムシ Dermestes maculatus  DeGeer, 1774 ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

171 昆虫類 コウチュウ カツオブシムシ Dermestes アカオビカツオブシムシ Dermestes vorax  Motschulsky, 1860 ○ ● 1

172 昆虫類 コウチュウ ナガシンクイムシ Dinoderus チビタケナガシンクイ Dinoderus minutus  (Fabricius, 1775) ○ ● ● 2

173 昆虫類 コウチュウ ナガシンクイムシ Heterobostrychus オオナガシンクイ Heterobostrychus hamatipennis  (Lesne, 1895) ○ ● 1

174 昆虫類 コウチュウ ナガシンクイムシ Lyctoxylon アラゲヒラタキクイムシ Lyctoxylon dentatum  (Pascoe, 1866) ○ ● 1

175 昆虫類 コウチュウ ナガシンクイムシ Lyctus ヒラタキクイムシ Lyctus brunneus  (Stephens, 1830) ○ ● ● 2

176 昆虫類 コウチュウ ナガシンクイムシ Minthea ケブトヒラタキクイムシ Minthea rugicollis  (Walker, 1859) ○ ● 1

177 昆虫類 コウチュウ ヒヨウホンムシ Gibbium ニセマルヒョウホンムシ Gibbium psylloides  Boildieu, 1854 ○ ● ● ● 3

178 昆虫類 コウチュウ ヒヨウホンムシ Pseudeurostus カバイロヒョウホンムシ Pseudeurostus hilleri  (Reitter, 1877) ○ ● 1

179 昆虫類 コウチュウ ヒヨウホンムシ Ptinus ヒメヒョウホンムシ Ptinus clavipes  Panzer, 1809 ○ ● ● ● ● ● 5

180 昆虫類 コウチュウ ヒヨウホンムシ Ptinus ナガヒョウホンムシ Ptinus japonicus  Reitter, 1877 ○ ● ● ● 3

181 昆虫類 コウチュウ シバンムシ Lasioderma タバコシバンムシ Lasioderma serricorn e (Fabricius, 1792) ○ ● ● ● 3

182 昆虫類 コウチュウ シバンムシ Nicobium ケブカシバンムシ Nicobium hirtum  (Illiger, 1807) ○ ● ● 2

183 昆虫類 コウチュウ シバンムシ Stegobium ジンサンシバンムシ Stegobium paniceum  (Linnaeus, 1761) ○ ● ● ● ● 4

184 昆虫類 コウチュウ コクヌスト Tenebrioides コクヌスト Tenebrioides mauritanicus  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● 4

185 昆虫類 コウチュウ カッコウムシ Tarsostenus シロオビカッコウムシ Tarsostenus unvittatus  (Rossi, 1792) ○ ● 1

186 昆虫類 コウチュウ カッコウムシ Necrobia アカクビホシカムシ Necrobia ruficollis  (Fabricius, 1775) ○ ● ● ● 3

187 昆虫類 コウチュウ カッコウムシ Necrobia アカアシホシカムシ Necrobia rufipes  (DeGeer, 1775) ○ ● ● ● 3

188 昆虫類 コウチュウ カッコウムシ Necrobia ルリホシカムシ Necrobia vilacea  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2

189 昆虫類 コウチュウ ネスイムシ Monotoma トビイロデオネスイ Monotoma picipes  (Herbst, 1893) ○ ● ● ● ● ● ● 6

190 昆虫類 コウチュウ キスイムシ Cryptophagus トゲムネキスイ Cryptophagus acutangulus  Gyllenhal, 1828 ○ ● 1

191 昆虫類 コウチュウ キスイムシ Cryptophagus ウスバキスイ Cryptophagus cellaris  (Scopoli, 1763) ○ ● ● ● 3

192 昆虫類 コウチュウ ホソヒラタムシ Ahasverus カドコブホソヒラタムシ Ahasverus advena  (Waltl, 1832) ○ ● 1

193 昆虫類 コウチュウ ホソヒラタムシ Oryzaephilus ノコギリヒラタムシ Oryzaephilus surinamensis  (Linnaeus, 1758) ○ ● 1

194 昆虫類 コウチュウ ホソヒラタムシ Silvanus フタトゲホソヒラタムシ Silvanus bidentatus  (Fabricius, 1792) ○ ● ● ● ● 4

195 昆虫類 コウチュウ ホソヒラタムシ Silvanus ヒメフタトゲホソヒラタムシ Silvanus lewisi  Reitter, 1876 ○ ● ● 2

196 昆虫類 コウチュウ ヒラタムシ Cryptolestes サビカクムネチビヒラタムシ Cryptolestes ferrugineus  (Stephens, 1831) ○ ● ● 2

197 昆虫類 コウチュウ ケシキスイ Carpophilus クリヤケシキスイ Carpophilus hemipterus  (Linnaeus, 1785) ○ ● ● ● 3

198 昆虫類 コウチュウ ケシキスイ Carpophilus クリイロデオキスイ Carpophilus marginellus  Motschulsky, 1858 ○ ● ● ● 3

199 昆虫類 コウチュウ ケシキスイ Carpophilus コメノケシキスイ Carpophilus pilosellus  Motschulsky, 1858 ○ ● 1

200 昆虫類 コウチュウ テントウムシ Brumoides ミスジキイロテントウ Brumoides ohotai  Miyatake, 1970 ○ ● ● ● ● ● ● 6

注1： 表中の赤文字は本調査での追加情報を示す。表中の青文字は平成28～30年度調査での追加情報を示す。●は該当する区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。◎は該当する広域区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。

注2： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注3： *はハツカネズミ外来個体群の確認記録があったとされる「名古屋港のコンテナ置き場」を示す（名古屋市港区の「船見埠頭」、飛島村の「飛島埠頭」、弥富市の「鍋田埠頭」があるが、どのコンテナ置き場で捕獲された個体であるのか判然としないため、該当する全ての区画に*を付した）。

注4： 確認区画はドブネズミ、クマネズミを区別せず表記した。

注5： 移入個体が国内由来か国外由来かについては、現段階では明らかになっていない。

注6： 亜種チュウゴクスッポンは「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（外来種リスト）において「その他の総合対策外来種」に指定されている。

注7： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。
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表－２ 外来種リスト（暫定版）【動物】（その５） 

移入の 確認区画 他指定

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 区分

201 昆虫類 コウチュウ テントウムシ Psyllobora クモガタテントウ Psyllobora vigintimaculata  (Say, 1824) ○ ● ● ● 3

202 昆虫類 コウチュウ テントウムシ Rodolia ベダリアテントウ Rodolia cardinalis  Mulsant, 1850 ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

203 昆虫類 コウチュウ テントウムシ Cryptolaemus ツマアカオオヒメテントウ Cryptolaemus montrouzieri Mulsant ○ ● 1

204 昆虫類 コウチュウ テントウムシ Platynaspidius モンクチビルテントウ Platynaspidius maculosus (Weise, 1910) ○ ● ● ● ● 4

205 昆虫類 コウチュウ ヒメマキムシ Cartodere クビレヒメマキムシ Cartodere constricta   (Hummel, 1824) ○ ● ● ● 3

206 昆虫類 コウチュウ ヒメマキムシ Dienerella ホソヒメマキムシ Dienerella filum  (Aube, 1850) ○ ● 1

207 昆虫類 コウチュウ ゴミムシダマシ Alphitobius ガイマイゴミムシダマシ Alphitobius diapetinus  (Panzer, 1797) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11

208 昆虫類 コウチュウ ゴミムシダマシ Alphitophagus フタオビツヤゴミムシダマシ Alphitophagus bifasciatus  (Say, 1823) ○ ● 1

209 昆虫類 コウチュウ ゴミムシダマシ Latheticus コゴメゴミムシダマシ Latheticus oryzae  Waterhouse, 1880 ○ ● 1

210 昆虫類 コウチュウ ゴミムシダマシ Tenebrio チャイロコメノゴミムシダマシ Tenebrio molitor  Linnaeus, 1758 ○ ● ● 2

211 昆虫類 コウチュウ ゴミムシダマシ Tenebrio コメノゴミムシダマシ Tenebrio obsurus  Fabricius, 1972 ○ ● ● ● ● 4

212 昆虫類 コウチュウ ゴミムシダマシ Tribolium コクヌストモドキ Tribolium castaneum  (Herbst, 1797) ○ ● ● ● ● 4

213 昆虫類 コウチュウ ゴミムシダマシ Tribolium ヒラタコクヌストモドキ Tribolium confusum  Jacquelin du Val, 1868 ○ ● 1

214 昆虫類 コウチュウ ゴミムシダマシ Cenoscelis ヘリアカゴミムシダマシ Cenoscelis lateralis  (Boheman, 1858) ○ ● ● 2

215 昆虫類 コウチュウ カミキリモドキ Necerdes ツマグロカミキリモドキ Necerdes melanula  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● 3

216 昆虫類 コウチュウ アリモドキ Anthicus アトグロホソアリモドキ Anthicus floralis  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2

217 昆虫類 コウチュウ カミキリムシ Aromia クビアカツヤカミキリ Aromia bungii (Faldermann, 1835) ○ ○ 総合 海部地域、名古屋市南部

218 昆虫類 コウチュウ カミキリムシ Cephalallus ツシマムナクボカミキリ Cephalallus unicolor  (Gahan, 1906) ○ ● ● ● ● 4

219 昆虫類 コウチュウ カミキリムシ Moechotypa ハラアカコブカミキリ Moechotypa diphysis  (Pascoe, 1871) ○ 0

220 昆虫類 コウチュウ カミキリムシ Paraglenea ラミーカミキリ Paraglenea fortunei  (Saunders, 1853) ○ ● ● ● ● ● ● 6

221 昆虫類 コウチュウ ハムシ Ophraella ブタクサハムシ Ophraella communa  LeSage, 1986 ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

222 昆虫類 コウチュウ ハムシ Bruchus エンドウゾウムシ Bruchus pisorum  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2

223 昆虫類 コウチュウ ハムシ Bruchus ソラマメゾウムシ Bruchus rufimanus  Boheman, 1833 ○ ● ● ● ● 4

224 昆虫類 コウチュウ ハムシ Callosobruchus アズキマメゾウムシ Callosobruchus chinensis  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

225 昆虫類 コウチュウ ハムシ Callosobruchus ヨツモンマメゾウムシ Callosobruchus maculatus  (Fabricius, 1775) ○ ● 1

226 昆虫類 コウチュウ ハムシ Epitrix タバコノミハムシ Epitrix hirtipennis (Melsheimer, 1847) ○ ● ● 2

227 昆虫類 コウチュウ ハムシ Podontia ジュウシホシキイロオオハムシ Podontia quatuordecimpunctata  (Linnaeus, 1767) ○ ● 1

228 昆虫類 コウチュウ ハムシ Sagra フェモラ－タモモブトハムシ Sagra femorata  (Drury, 1773) ○ ● 1 総合

229 昆虫類 コウチュウ ハムシ Laccoptera ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera quadrimaculata （Thunberg,1789) ○ ● ● 2

230 昆虫類 コウチュウ ヒゲナガゾウムシ Araecerus ワタミヒゲナガゾウムシ Araecerus coffeae  (Fabricius, 1801) ○ ● ● ● ● 4

231 昆虫類 コウチュウ イネゾウムシ Lissorhoptrus イネミズゾウムシ Lissorhoptrus oryzophilus  Kuschel, 1951 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17 ○

232 昆虫類 コウチュウ ゾウムシ Hypera アルファルファタコゾウムシ Hypera postica  (Gyllenhal, 1813) ○ ● ● ● ● ● 5 ○

233 昆虫類 コウチュウ ゾウムシ Listroderes ヤサイゾウムシ Listroderes obliquus costirostris  Schoenherr, 1826 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 8

234 昆虫類 コウチュウ ゾウムシ Sitona ケチビコフキゾウムシ Sitona hispidulus  (Fabricius, 1776) ○ ● 1

235 昆虫類 コウチュウ イボゾウムシ Stenopelmus アカウキクサゾウムシ Stenopelmus rufinasus Gyllenhal, 1836 ○ ● 1

236 昆虫類 コウチュウ オサゾウムシ Sitophilus ココクゾウムシ Sitophilus oryzae  (Linnaeus, 1796) ○ ● ● 2

237 昆虫類 コウチュウ オサゾウムシ Sphenophorus シバオサゾウムシ Sphenophorus venatus vestitus  (Chittenden, 1904) ○ ● 1

238 昆虫類 ノミ ヒトノミ Xenopsylla ケオプスネズミノミ Xenopsylla cheopis  (Rothschild, 1903) ○ ● 1

239 昆虫類 ハエ チョウバエ Clogmia オオケチョウバエ Clogmia albipunctatus  (Williston, 1893) ○ ● ● 2

240 昆虫類 ハエ チョウバエ Tinearia ホシチョウバエ Tinearia alternata  (Say, 1824) ○ ● ● 2

241 昆虫類 ハエ カ Culex チカイエカ Culex pipiens molestus  Forskal, 1775 ○ ● 1

242 昆虫類 ハエ ミズアブ Hermetia アメリカミズアブ Hermetia illucens  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● ● 6

243 昆虫類 ハエ ハモグリバエ Agromyzidae トマトハモグリバエ Liriomyza sativae Blanchard,1938 ○ 0 ○ 県内全域で発生していると考えられるが、詳細不明

244 昆虫類 ハエ ショウジョウバエ Drosophila キイロショウジョウバエ Drosophila melanogaster  Meigen, 1830 ○ ● ● ● 3

245 昆虫類 ハエ ヒメイエバエ Fannia ヒメイエバエ Fannia canicularis  (Linnaeus, 1761) ○ ● ● ● 3

246 昆虫類 ハエ クロバエ Phormia クロキンバエ Phormia regina  Meigen, 1826 ○ ● 1

247 昆虫類 チョウ アゲハチョウ Sericinus ホソオチョウ Sericinus montela  Gray, 1852 ○ ● ● ● ● 4 ○ 重点

248 昆虫類 チョウ シロチョウ Pieris モンシロチョウ Pieris rapae  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

249 昆虫類 チョウ タテハチョウ Hestina アカボシゴマダラ Hestina assimilis  (Linnaeus, 1758) ○ ● 1 ○ 重点

250 昆虫類 チョウ シジミチョウ Chilades クロマダラソテツシジミ Chilades pandava  (Horsfield, 1829) ○ ● ● ● ● ● 5 自然分布の可能性もある

注1： 表中の赤文字は本調査での追加情報を示す。表中の青文字は平成28～30年度調査での追加情報を示す。●は該当する区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。◎は該当する広域区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。

注2： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注3： *はハツカネズミ外来個体群の確認記録があったとされる「名古屋港のコンテナ置き場」を示す（名古屋市港区の「船見埠頭」、飛島村の「飛島埠頭」、弥富市の「鍋田埠頭」があるが、どのコンテナ置き場で捕獲された個体であるのか判然としないため、該当する全ての区画に*を付した）。

注4： 確認区画はドブネズミ、クマネズミを区別せず表記した。

注5： 移入個体が国内由来か国外由来かについては、現段階では明らかになっていない。

注6： 亜種チュウゴクスッポンは「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（外来種リスト）において「その他の総合対策外来種」に指定されている。

注7： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。
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※表中の灰色枠は本調査において生息生育情報等を収集・整理し、1 種 1 頁の解説文を作成または加筆修正した種を示す。 

表－２ 外来種リスト（暫定版）【動物】（その６） 

移入の 確認区画 他指定

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 区分

251 昆虫類 チョウ ハマキガ Grapholita ナシヒメシンクイ Grapholita molesta  (Busck, 1916) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

252 昆虫類 チョウ ミノガ Eumeta オオミノガ Eumeta japonica  (Heylaerts, 1884) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

253 昆虫類 チョウ ヒロズコガ Tinea イガ Tinea translucens  Meyrick, 1917 ○ ● ● 2

254 昆虫類 チョウ ヒロズコガ Tineola コイガ Tineola bisselliella  (Hummel, 1823) ○ ● ● 2

255 昆虫類 チョウ ヒロズコガ Opogona クロテンオオメンコガ Opogona sacchari  (Bojer, 1856) ○ ● 1

256 昆虫類 チョウ マルハキバガ Anchonoma コクマルハキバガ Anchonoma xaraula  (Meyrick, 1910) ○ ● ● 2

257 昆虫類 チョウ キバガ Phthorimaea ジャガイモキバガ Phthorimaea operculella  (Zeller, 1873) ○ ● 1

258 昆虫類 チョウ キバガ Sitotroga バクガ Sitotroga cerealella  (Olivier, 1789) ○ ● ● 2

259 昆虫類 チョウ マダラガ Artona タケノホソクロバ Artona martini  Efetov, 1997 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

260 昆虫類 チョウ イラガ Parasa ヒロヘリアオイラガ Parasa lepida  (Cramer, 1777) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11 ○

261 昆虫類 チョウ メイガ Scirpophaga イッテンオオメイガ Scirpophaga incertulas  (Walker, 1863) ○ ● ● 2

262 昆虫類 チョウ メイガ Parapediasia シバツトガ Parapediasia teterrella  (Zincken, 1821) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 13

263 昆虫類 チョウ メイガ Paralipsa ツヅリガ Paralipsa gularis  (Zeller, 1877) ○ ● ● ● ● ● ● 6

264 昆虫類 チョウ メイガ Aglossa コメノシマメイガ Aglossa dimidiata  (Haworth, 1810) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

265 昆虫類 チョウ メイガ Pyralis カシノシマメイガ Pyralis farinalis  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 8

266 昆虫類 チョウ メイガ Plodia ノシメマダラメイガ Plodia interpunctella  (Hübner, [1813]) ○ ● ● ● ● ● 5

267 昆虫類 チョウ スズメガ Daphnis キョウチクトウスズメ Daphnis nerii  (Linnaeus, 1758) ○ ● 1

268 昆虫類 チョウ ヒトリガ Hyphantria アメリカシロヒトリ Hyphantria cunea  (Drury, 1773) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7 ○

269 昆虫類 チョウ ヤガ Helicoverpa オオタバコガ Helicoverpa armigera  (Hübner, [1808]) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15 在来種の可能性もある

270 昆虫類 チョウ ヤガ Spodoptera ツマジロクサヨトウ Spodoptera frugiperda  (Smith, 1797) ○ 東三河地域、知多地域

271 昆虫類 ハチ ツヤコバチ Aphelinus ワタムシヤドリコバチ Aphelinus mali  (Haldeman, 1851) ○ ● 1

272 昆虫類 ハチ タマバチ Dryocosmus クリタマバチ Dryocosmus kuriphilus  Yasumatsu, 1951 ○ ● 1

273 昆虫類 ハチ セイボウ Praestochrysis イラガセイボウ Praestochrysis shanghaiensis  (Smith, 1874) ○ ● ● ● 3

274 昆虫類 ハチ アリ Lepisiota ハヤトゲフシアリ（ブラウジングアント） Lepisiota frauenfeldi  (Mayr, 1855) ○ ● 1

275 昆虫類 ハチ アリ Linepithema アルゼンチンアリ Linepithema humile  (Mayr, 1868) ○ ● ● ● 3 ○ 緊急 ○ ○

276 昆虫類 ハチ アリ Monomorium イエヒメアリ Monomorium pharaonis  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2

277 昆虫類 ハチ アリ Solenopsis アカカミアリ Solenopsis geminata (Fabricius, 1804) ○ ● 1 ○ 緊急

278 昆虫類 ハチ アリ Solenopsis ヒアリ Solenopsis invicta (Buren, 1972) ○ ● ● ● ● 4 ○ 予防 ○

279 昆虫類 ハチ セナガアナバチ Ampulex サトセナガアナバチ Ampulex dissector  (Thunberg, 1822) ○ ● ● 2

280 昆虫類 ハチ アナバチ Sceliphron アメリカジガバチ Sceliphron caementarium  (Drury, 1773) ○ ● ● 2

281 昆虫類 ハチ ハバチ Nematus ハリエンジュバチ Nematus tibiali Newman, 1837 ○ ● 1

282 昆虫類 ハチ ミツバチ Xylocopa タイワンタケクマバチ Xylocopa tranquebarorum (Swederus, 1787) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 ○

283 昆虫類 ハチ ミツバチ Apis セイヨウミツバチ Apis mellifera  Linnaeus, 1758 ○ ● ● ● ● ● ● 6

284 甲殻類 十脚 クモガニ イッカククモガニ イッカククモガニ Pyromaia tuberculata  (Lockington, 1877) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

285 甲殻類 十脚 ワタリガニ Carcinus チチュウカイミドリガニ Carcinus aestuarii  Nard, 1847 ○ ● ● ● ● ● 5 ○ 総合 ○

286 甲殻類 十脚 オウギガニ Acantholobulus ハクライオウギガニ Acantholobulus pacificus  (Edmondson, 1931) ○ ● 1

287 甲殻類 十脚 オウギガニ Rhithropanopeus ミナトオウギガニ Rhithropanopeus harrisii  (Gould, 1841) ○ ● 1

288 甲殻類 無柄 フジツボ Amphibalanus タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite (Darwin, 1854) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7 総合

289 クモ類 クモ ユウレイグモ オダカユウレイグモ オダカユウレイグモ Crossopriza lyoni (Blackwall, 1867) ○ ● ● ● ● ● 5

290 クモ類 クモ ユウレイグモ ユウレイグモモドキ ユウレイグモモドキ Smeringopus pallidus  (Blackwall, 1858) ○ ● 1

291 クモ類 クモ ウズグモ ミナミウズグモ ミナミウズグモ Zosis geniculatus (Olivier, 1789) ○ ● ● 2

292 クモ類 クモ ヒメグモ サヤヒメグモ ヨシダサヤヒメグモ Coleosoma floridanum Banks, 1900 ○ ● 1

293 クモ類 クモ ヒメグモ ゴケグモ ハイイロゴケグモ Latrodectus geometricus  C.L.Koch, 1841 ○ ● 1 ○ 緊急

294 クモ類 クモ ヒメグモ ゴケグモ セアカゴケグモ Latrodectus hasselti  Thorell, 1870 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14 ○ 緊急 ○

295 クモ類 クモ ヒメグモ カガリグモ ナナホシヒメグモ Steatoda erigoniformis (O.Pickard-Cambridge, 1872) ○ ● ● ● ● ● ● 6

296 クモ類 クモ ヒメグモ カガリグモ シロホシヒメグモ Steatoda grossa  (C.L.Koch, 1838) ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

297 クモ類 クモ ヒメグモ カガリグモ マダラヒメグモ Steatoda triangulosa  (Walckenaer, 1802) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

298 クモ類 クモ ウシオグモ クロガケジグモ クロガケジグモ Badumna insignis  (L.Koch, 1872) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 12

299 クモ類 クモ ウシオグモ クロガケジグモ ハルカガケジグモ Badumna longinqua  (L.Koch, 1867) ○ ● ● ● 3

300 多毛類 ケヤリムシ カンザシゴカイ Hydroides カサネカンザシ Hydroides elegans (Haswell, 1883) ○ ● ● ● 3 総合 ○

注1： 表中の赤文字は本調査での追加情報を示す。表中の青文字は平成28～30年度調査での追加情報を示す。●は該当する区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。◎は該当する広域区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。

注2： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注3： *はハツカネズミ外来個体群の確認記録があったとされる「名古屋港のコンテナ置き場」を示す（名古屋市港区の「船見埠頭」、飛島村の「飛島埠頭」、弥富市の「鍋田埠頭」があるが、どのコンテナ置き場で捕獲された個体であるのか判然としないため、該当する全ての区画に*を付した）。

注4： 確認区画はドブネズミ、クマネズミを区別せず表記した。

注5： 移入個体が国内由来か国外由来かについては、現段階では明らかになっていない。

注6： 亜種チュウゴクスッポンは「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（外来種リスト）において「その他の総合対策外来種」に指定されている。

注7： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。
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表－２ 外来種リスト（暫定版）【動物】（その７） 

移入の 確認区画 他指定

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 区分

301 多毛類 ケヤリムシ カンザシゴカイ Ficopomatus カニヤドリカンザシ Ficopomatus enigmaticus (Fauvel, 1923) ○ ● 1 総合

302 コケムシ類 唇口 フサコケムシ Bugula フサコケムシ科の一種 Bugula stolonifera Ryland, 1960 ○ ● 1

303 貝類（陸産） ヤマタニシ（上科） アズキガイ アズキガイ アズキガイ Pupinella  rufa  (Sowerby Ⅱ, 1864) ○ ● ● 2

304 貝類（淡水） リンゴガイ（上科） リンゴガイ リンゴガイ スクミリンゴガイ Pomacea canaliculata  (Lamarck, 1819) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15 ○ 重点 ○ ○

305 貝類（淡水） クビキレガイ（上科） ミズツボ Potamopyrgus コモチカワツボ Potamopyrgus antipodarum  (Gray, 1843) ○ ● ● 2 総合

306 貝類（陸産） クビキレガイ（上科） カワザンショウガイ Solenomphala属 ウスイロオカチグサ Solenomphala debilis  (Gould, 1859) ○ ● ● 2

307 貝類（淡水） オニノツノガイ（上科） トゲカワニナ ヌノメカワニナ ヌノメカワニナ Melanoides tuberculata (Müller, 1774) ○ ● ● 2

308 貝類（海産） カリバガサ（上科） カリバガサガイ エゾフネガイ シマメノウフネガイ Crepidula onyx Sowerby I, 1824 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 総合

309 貝類（海産） タマガイ（上科） タマガイ タマツメタ サキグロタマツメタ Laguncula pulchella Benson in Cantor, 1842 ○ ● ● ● ● 4 ○ 重点 愛知県のものは移入系統

310 貝類（淡水） モノアラガイ（上科） モノアラガイ コシダカヒメモノアラガイ コシダカヒメモノアラガイ Galba cf. truncatula (O.F. Müller, 1774) ○ ● ● ● ● ● 5

311 貝類（淡水） モノアラガイ（上科） モノアラガイ ヒメモノアラガイ ヒメモノアラガイ Orientogalba ollula (Gould, 1859) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

312 貝類（淡水） モノアラガイ（上科） モノアラガイ ハブタエモノアラガイ ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella (Say, 1817) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10 総合

313 貝類（淡水） モノアラガイ（上科） サカマキガイ サカマキガイ サカマキガイ Physella acuta (Draparnaud, 1805) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17 ○

314 貝類（陸産） 柄眼 スナガイ スナガイ メリケンスナガイ Gastrocopta  contracta  (Say, 1822) ○ ● 1

315 貝類（陸産） 柄眼 アフリカマイマイ トクサオカチョウジガイ トクサオカチョウジガイ Paropeas achatinaceum  (L. Pfeiffer, 1846) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

316 貝類（陸産） 柄眼 アフリカマイマイ オオクビキレガイ オオクビキレガイ Rumina decollata  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● 2 総合

317 貝類（陸産） 柄眼 オカモノアラガイ オカモノアラガイ オカモノアラガイ属の1種 Succinea  sp. ○ ● 1

318 貝類（陸産） 柄眼 コハクガイ コハクガイ コハクガイ Zonitoides arboreus  (Say, 1816) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

319 貝類（陸産） 柄眼 エンザガイ ヒメコハクガイ ヒメコハクガイ Hawaiia minuscula  (Binney, 1841) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

320 貝類（陸産） 柄眼 コウラナメクジ チャコウラナメクジ チャコウラナメクジ Ambigolimax valentianus  (Férussac, 1822) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17 ○

321 貝類（陸産） 柄眼 コウラナメクジ ノハラナメクジ ノハラナメクジ Deroceras laeve  (O.F. Müller, 1774) ○ ● 1

322 貝類（陸産） 柄眼 ナンバンマイマイ オナジマイマイ オナジマイマイ Bradybaena similaris (Férussac, 1822) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16

323 貝類（陸産） 柄眼 ナンバンマイマイ オナジマイマイ コハクオナジマイマイ Bradybaena pellucida Kuroda & Habe in Habe, 1953 ○ ● 1 文献；西，2013

324 貝類（海産） イガイ イガイ イガイ ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis  Lamarck, 1819 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10 総合 ○ ○

325 貝類（海産） イガイ イガイ ミドリイガイ ミドリイガイ Perna viridis  (Linnaeus, 1758) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 総合

326 貝類（淡水） イガイ イガイ カワヒバリガイ カワヒバリガイ Limnoperna fortunei (Dunker, 1857) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 ○ 緊急 ○

327 貝類（海産） イガイ イガイ クログチ コウロエンカワヒバリガイ Xenostrobus securis  (Lamarck, 1819) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10 総合 ○

328 貝類（海産） オオノガイ カワホトトギスガイ イガイダマシ イガイダマシ Mytilopsis sallei  (Recluz, 1852) ○ ● 1 総合

329 貝類（淡水） マルスダレガイ シジミ シジミ タイワンシジミ Corbicula fluminea (O.F. Müller, 1774) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11 総合

330 貝類（海産） マルスダレガイ マルスダレガイ イワホリガイ ウスカラシオツガイ Petricola  sp. ○ ● ● ● ● ● ● ● 7

331 貝類（海産） 裸側目 フジタウミウシ フジタウミウシ クロコソデウミウシ Polycera hedgpethi Marcus, 1964 ○ ● ● ● 3

332 貝類（海産） 裸側目 TRINCHESIIDAE フジエラミノウミウシ フジエラミノウミウシ属の一種 Trinchesia perca (Marcus, 1958) ○ ● ● ● ● ● 5 科名、和名は論文準備中

333 貝類（海産） 裸側目 TRINCHESIIDAE シロタエミノウミウシ シロタエミノウミウシ属の一種 Tenellia adspersa  (Nordmann, 1845) ○ ● ● 2 科名、和名は論文準備中

合計（種数等） 58目 173科 273属 333種 - 293 39 39 41 91 93 62 61 132 73 87 98 97 76 56 79 84 212 77 - 19 22 80 39 18

注1： 表中の赤文字は本調査での追加情報を示す。表中の青文字は平成28～30年度調査での追加情報を示す。●は該当する区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。◎は該当する広域区画内で確認記録があったことを示す（絶滅を含む）。

注2： 「外来種リスト」は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」を示す（予防：定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、総合：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種）。

注3： *はハツカネズミ外来個体群の確認記録があったとされる「名古屋港のコンテナ置き場」を示す（名古屋市港区の「船見埠頭」、飛島村の「飛島埠頭」、弥富市の「鍋田埠頭」があるが、どのコンテナ置き場で捕獲された個体であるのか判然としないため、該当する全ての区画に*を付した）。

注4： 確認区画はドブネズミ、クマネズミを区別せず表記した。

注5： 移入個体が国内由来か国外由来かについては、現段階では明らかになっていない。

注6： 亜種チュウゴクスッポンは「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」（外来種リスト）において「その他の総合対策外来種」に指定されている。

注7： 移入の区分（移入元）　国外、国外のどちらにも○が付されていないものは、移入種間、または移入種と在来種の間に形成された自然雑種である。
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